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当事務所ではいわゆる斐伊川・神戸川治水計画 3点セットの一翼を担う事業と

して神戸川の上流に平成22年度完成を目標に志津見ダムの建設事業を進めていま

す。このダムにより、頓原町大字角井・志津見・八神にわたり面積約2.3晒 もの貯

水池ができることになりますが、神戸川流域では古くから炉製鉄が行われていた

ように、ダムによる水没予定地内にもこれらを含め多くの遺跡の存在が予想され

たことから、ダム建設に先立ち、島根県教育委員会を始め関係各位の御協力を頂

き、これら遺跡についての調査を計画的に実施してきております。

当報告書は、そのうち神原Ⅱ遺跡の調査結果をとりまとめていただいたもので

す。当遺跡からは、縄文時代から江戸時代にかけての遺構・遺物のほか近世大鍛

冶場も確認されるなど、地域の歴史を解明する上で貴重な資料となるものと考え

られます。

当遺跡の場所は、志津見ダム建設工事に関連する国道184号線の付け替え部分に

位置することから、現状での保存は困難と言わざるをえない状況です。そのよう

な意味からも、ダム事業を契機として得られたこの貴重な資料をできるだけ正確

かつ詳細に記録し後世に残すことが、せめてもの我々の務めでもあり、この報告

書はその成果とも言えるものです。

最後になりましたが、当遺跡の発掘並びに報告書のとりまとめに関係された皆

様に深く感謝申し上げます。

平成14年 3月

国土交通省中国地方整備局

斐伊川・神戸川総合開発工事事務所

中田所 長 靖



島根県教育委員会では、国土交通省中国地方整備局 (旧建設省中国地方建設局)

の委託を受けて、平成元 (1989)年度から志津見ダム建設予定地内の埋蔵文化財

発掘調査を実施してまいりました。

志津見ダムが建設される神戸川は中国山地に源を発し、斐伊川とともに出雲平

野を形成しており、一方では古くから陰陽を結ぶ交通路としての役割を担ってき

ました。また当流域は、良質な砂鉄や豊富な森林資源より産出される木炭を背景

とした「炉製鉄」が盛んな所で、当時を代表する一大産業として人々の生活を支

えていました。

本書で報告する神原Ⅱ遺跡は、平成 9年度に発掘調査を実施したもので、近世

大鍛冶場をはじめ縄文時代から江戸時代にかけての遺構・遺物が確認され、この

地域の歴史を考える上で貴重な資料を得ることができました。本書がこの地域の

歴史を解明していく糸口となり、郷土の歴史と文化財に対する理解や関心を高め

る一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の作成にあたり、地元の皆様及び頓原

町教育委員会をはじめ、国土交通省斐伊川・神戸川総合開発工事事務所ならびに

関係各方面から御協力・御指導賜りましたことに対し、心よりお礼申し上げます。

平成14年 3月

島根県教育委員

教育長

会
　
ｒｉｒ四 峙 悠 雄



例   言
1 本書は、平成 9(1997)年度に島根県教育委員会が建設省中国地方建設局 (現国土交通省中国

地方整備局)よ り委託を受けて実施した志津見ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告書

である。

2 本書に掲載した遺跡とその地番は下記の通りである。

神原Ⅱ遺跡  島根県飯石郡頓原町大字志津見269-3外

3 調査組織は次の通りである。(役職名については当時の呼称を用いた)

調査主体 島根県教育委員会

(平成 9年度)現地調査

事 務 局  勝部  昭 (文化財課長)  島地 徳郎 (同課長補佐)

宍道 正年 (埋蔵文化財調査センター長)  古崎 蔵治 (同課長補佐)

調 査 員  田原 淳史 (埋蔵文化財調査センター主事) 錦織 稔之 (同教諭兼主事)

佐藤 幸子 (同調査補助員)

(平成12年度)報告書作成

事 務 局  宍道 正年 (埋蔵文化財調査センター所長)  内田  融 (同総務課長)

。    松本 岩雄 (同調査課長)  今岡  宏 (同総務係長)

調 査 員  田原 淳史 (埋蔵文化財調査センター主事)

和田 康宏 (同教諭兼文化財保護主事)

(平成13年度)報告書作成

事 務 局  宍道 正年 (埋蔵文化財センター所長)  内田  融 (同総務課長)

川原 和人 (同調査第二課長)  今岡  宏 (同総務係長)

調 査 員  田原 淳史 (埋蔵文化財調査センター主事)

整理作業員  金森千勢子  和田 初子  野中 洋子  羽島ひとみ  西  郁子

土谷 美鈴  柳原 準子  神谷登喜美

4 発掘調査 (発掘作業員雇用・重機借り上げ。発掘用具調達・測量発注)については、島根県教

育委員会から中国建設弘済会へ委託して実施した。

社団法人 中国建設弘済会島根支部

〔現場担当〕 持田 明典  金山 浩司

〔事務担当〕 市川 美奈



5 発掘調査並びに報告書作成にあたっては、次の方々から有益な指導・助言をいただいた。記し
て感謝を表したい。(敬称略・五十音順)

穴澤 義功 (たたら研究会委員) 稲垣 寿彦 (庄原市教育委員会)
大澤 正己 (たたら研究会委員) 河瀬 正利 (広島大学文学部教授)
杉原 清― (島根県文化財保護指導委員)
松井 整司 (島根大学汽水域研究センター客員研究員)

6 調査に関する自然科学分析については、次の機関・方々に委託した。
地磁気年代測定 :時枝 克安 (島根大学総合理工学部教授)
製鉄関連遺物金属学的調査 i lMl九州テクノリサーチ  大澤 正己・ 鈴木 瑞穂

7 本報告書に記載した遺物の実測は主として調査員が行い、以下の者の協力を得た。
今岡 一三   川崎 英司   板倉 芳朗   岩崎  健   寺尾  令
田原 修一   西  郁子

8 本書の執筆・編集は調査員が協議して行い、文責は目次に明示した。また以下の者の協力を得
た。

川崎 英司   寺尾  令

9 本書に記載した写真撮影は、調査員及び板倉が行った。

10 本書に記載した「神原Ⅱ遺跡と周辺の遺跡」に使用した図は国土交通省国土地理院発行の地形

図を使用した。

11 図中の方位は、測量法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。従って、磁北より7° 15ア 、真北

より0° 25′ 東の方向を指す。

12 挿図の縮尺は、図中に明示した。

13 出土遺物及び実測図、写真は島根県教育委員会 (埋蔵文化財調査センター)で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節  調査に至る経緯

志津見ダムは、斐伊川・神戸川治水計画の一環として建設される洪水防御及び工業用水の供給等

を目的とした多目的ダムである。湛水地域は、島根県飯石郡頓原町大字角井から大字志津見・大字

八神にまたがり、その総面積は230haに およぶ。

この湛水地域内には多くの埋蔵文化財の存在が

想定されたため、島根県教育委員会と頓原町教育

委員会によって昭和63(1988)年 に分布調査が行

われ、その結果をもとに平成元 (1989)年より建

設省中国地方建設局 (現 国土交通省中国地方整

備局)か ら委託を受けてのダム建設予定地内及び

関連事業地内埋蔵文化財発掘調査が進められてい

る。

今回報告する神原Ⅱ遺跡 (旧称 森脇遺跡
Ql))

は平成 9年度から調査を開始した遺跡である。

平成 9(1997)年度は、 この他に神原 I遺跡

(旧称 神原遺跡
e2っ
、小丸遺跡の 3遺跡につい

ても調査を実施した。 3遺跡は、前年度の段階で

建設省より、調査対象地のうちトンネルエ事とそ

れに伴う工事用道路、および道路建設に伴う橋脚

工事部分が急がれるとして、山裾部分を早急に調

査調査して欲しい旨の協議があったため、遺跡内

の当該箇所を優先して調査を実施 した。なお、い

ずれの遺跡も面積が広いため複数年にわたっての

調査となっている。

第 1図 頓原町位置図

第 2図 斐伊川・ 神戸川 と志津見ダム建設
予定地位置図

(註 1)神原Ⅱ遺跡、神原I遺跡はともに先述の分布調査によって確認されたもので当初は所在地の地名をとって北側 (下

流側)の遺跡を「森脇遺跡」、南側 (上流側)の遺跡を「神原遺跡」と呼んでいた。しかし今回の発掘調査を実施中に再度

字名を確認したところ「森脇」は本来、対岸の地点を呼ぶ字名であることが判明したため、両遺跡地内が字名「神原Jで同

一であることを確認したうえで、遺跡名を変更、それまでの「森脇遺跡」を「神原Ⅱ遺跡Jに、「神原遺跡」を「神原 I遺

跡」に改めた経緯がある。なお、分布調査では両遺跡とも集落遺跡の可能性が高いとされたところで、その面積は神原Ⅱ遺

跡が32,000∬、神原I遺跡が20,000雷あるものと推定された。遺跡は名称上二つに分かれているが、両遺跡が立地する地形

等から考えて一連の遺跡と捉えて差し支えないといえよう。

(註 2)註 1に同じ
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第 2節 調査の経過

現地調査 神原Ⅱ遺跡の調査は平成 9(1997)年 4月 より開始した。前年度の協議をふまえて、遺
跡の東側の山裾部分を水田の区画をもとに 1区・ 2区 と区分けし、 1区から調査を行った。途中、

再度建設省から、 2区の南側部分も工事の進行上調査を至急行って欲 しい旨の協議があり、これを

受けて新たにその部分を 3区として追加、平行 して調査を行った。 6月 ～ 7月 には1区において奈

良時代頃の建物跡を検出したほか、大鍛冶場の存在も明らかとなった。この段階で調査指導会を実

施 し有益な指導、指摘を得ている。 8月 からは2区・ 3区の調査を平行して行った。 2区からは弥

生時代を中心とする

建物跡が検出された

はか、 3区において

も遺構 。遺物が確認

された。すべての現

地調査が終了したの

は12月 26日 である。

現地調査期間中は、

時間等の関係上現地

説明会の開催はしな

かったが毎年春秋に

行われるポピー祭、

コスモス祭において

本遺跡出土遺物の展

示や遺構のパネル展

示を行い、多数の方々

に見学 していただい

た。

報告書作成 平成12

～13年 にかけて報告

書の作成をおこなっ

た。この間、製鉄関

連遺物について三度

の調査指導を受け、

分析の必要な遺物に

ついてはlMl九州テク

ノリサーチに委託 し

た。

第 3図 神原Ⅱ・神原 I遺跡 97・98年度 調査区位置図 (S=1/4,000)
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第 2章 位置 。環境と周辺の遺跡

神原Ⅱ遺跡は島根県飯石郡頓原町志津見に所在する。志津見は、「源は飯石郡の琴引山より出て…」

と『出雲国風土記』にも記載のある神戸川の中流域、標高500～600mの吉備高原面が開析され、そ

こにわずかな氾濫原とそれに伴う河岸段丘からなる谷底平野が形成されているところで、遺跡は神

戸川右岸のそうした河岸段丘上に立地 している。これらの平坦地は、冬期に季節風による積雪があ

るものの、比較的温暖な気候と周囲の山地に広く分布する落葉広葉樹林とにより、古来より重要な

生活の場であったと考えられ、以下に報告するように多くの遺跡が確認されている。なお、これら

の遺跡を含むこの地域の西 6 kmの ところには三瓶山があり、過去に幾度となく噴火を繰り返してい

る。志津見においてもその影響をうかがうことができ、地元で「ハイカ」と呼ばれる数層の火山噴

出物の堆積層が確認されている。

旧石器時代

現在までのところ旧石器時代に関係する遺跡や遺物は確認されていない。

縄 文 時 代

縄文時代の遺跡は数多く確認されている。前期の建物跡をはじめとする多くの遺構や、草創期末

から晩期に至るまでの上器が連続して確認された板屋Ⅲ遺跡、また、後期初頭から前葉にかけての

建物跡や後期前葉の磨消縄文土器が良好な状態で多量に確認された五明田遺跡などのほか、東北地

方からもたらされたと考えられる「屈折像土偶」や後期の配石遺構の確認された下山遺跡などがあ

る。

弥 生 時 代

弥生時代の遺跡としては、森遺跡、板屋Ⅲ遺跡、門遺跡、下山遺跡などがあげられる。前期のも

のとしては、配石遺構群が確認された板屋Ⅲ遺跡のほか数遺跡において土器が前期の土器が出上し

ているが数は多くない。中期から後期にかけては、門遺跡や森遺跡など拠点的な集落跡と考えられ

る遺跡が代表的である。特に森遺跡においては、竪穴住居跡や溝状遺構のほか土坑墓群も確認され

重要な遺跡となっている。またこの時期には、広島県北部を中心に分布する塩町式土器に類似する

土器も出上しており交流をうかがわせている。

古 墳 時 代

古墳時代の遺跡としては前述の遺跡に加え比丘尼塚古墳、中原遺跡、小丸遺跡などがあげられる。

前期のものはその初頭に弥生時代より継続して営まれるものが認められる程度であまり確認されて

いない。中期のものも同様で、当地域において確認される遺跡のほとんどは後期のものである。後

期の集落跡としては神原 I遺跡や小丸遺跡などがあり、石組みの造り付け竃を備えた住居跡が確認

されている。またこの時期には横穴式石室を内蔵した古墳や横穴墓も造られており、比丘尼塚古墳

や中原遺跡の中原古墳、堂の原横穴墓などが確認されている。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺跡としては神原Ⅱ遺跡や森遺跡、門遺跡などがあげられる。特に門遺跡から

は大型柱穴の掘建柱建物跡が確認されており注目される。
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中世の遺跡としては森脇山城跡や森遺跡などのほかに、多くの製鉄関連遺跡が確認されている。

近世の高殿炉成立以前と推定される製鉄関連遺跡は、板屋Ⅲ遺跡や戸井谷尻遺跡など20ケ 所近くに

及ぶ。また森遺跡、門遺跡、板屋Ⅲ遺跡などからは貿易陶磁や信楽、備前といった国産陶器が出土

しており、当時の経済的活動をうかがわせている。

近   世

近世の遺跡としては製鉄関連遺跡の数が断然多いものの、当地域における産業のうちの一つであ

る麻生産に関係すると考えられる遺構なども確認されている。製鉄関連遺跡としては高殿炉とよば

れる大型炉の地下構造が確認された壇原遺跡や大槙遺跡などがあり、麻生産に関係する遺構は神原

Ⅱ遺跡などで確認されている。

主な参考文献

頓原町『頓原町史』1997

島根県『土地分類基本調査一三瓶山一』1981

島根県埋蔵文化財調査センター『かんどの流れ―特別号―』2000

島根県教育委員会『阿丹谷辻堂跡・森脇山城跡・板屋I遺跡・森遺跡』1994

島根県教育委員会『門遺跡』1996

島根県教育委員会『板屋Ⅲ遺跡』1998

島根県教育委員会『中原遺跡』1999

島根県教育委員会『戸井谷尻遺跡。長老畑遺跡』2001

第 1表 神原Ⅱ遺跡と周辺の遺跡
遺 跡 名

1 神原Ш遺跡 2 神原 I遺跡

中原遺跡 4 谷川遺跡

森遺跡群 五明田遺跡

7 比丘尼塚古墳 竹谷遺跡

三代木遺跡 小丸遺跡

11 門 遺跡 板屋遺跡群

徳原遺跡群 後平遺跡

貝谷遺跡 下山遺跡

伊比谷遺跡 角井遺跡

堂ノ原横穴墓 杉戸遺跡

獅子谷遺跡 戸井谷遺跡

戸井谷尻遺跡 長老JkB遺跡

殿淵山毛宅前炉跡 殿淵カナクソ畑911跡

大槙餌跡 権現上炉跡

獅子谷遺跡(大鍛冶場跡) 向原炉跡

伊比谷 1号炉跡 伊比谷 2号炉跡

伊比谷 3号炉跡 丸山炉跡

徳原炉跡 板屋奥炉跡

弓谷尻炉跡 弓谷炉跡

弓谷奥炉跡 慶雲寺餌跡

段原鍛冶跡 土井ノ上炉跡

坂根鍛冶跡 三代木炉跡

大歳領跡 炉原炉跡

落合製練所跡 獅子尻炉跡

獅子古領跡 梅ケ迫谷炉跡

市場炉跡 仁井屋炉跡第 4図 神原Ⅱ遺跡と周辺の遺跡
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第 3章 調査の結果 (1)

第 1節 遺跡の概要

神原Ⅱ遺跡は、飯石郡頓原町大字志津見に所在する遺跡である。遺跡は神戸川右岸の河岸段丘上

にあり、ダム建設計画の中では国道184号線と県道川本波多線の付け替え予定地とされた箇所にあ

たる。遺跡の面積は32,000だ と広大である。周辺には、同一河岸段丘の南側にある神原 I遺跡や対

岸にある門遺跡など多くの遺跡が存在する。

調査は平成 9年度より数箇年にわたつて行われている。第 1章において述べたとおり、平成 9年

度における調査では、遺跡東側にあたる山裾部分を対象とし水田の区画を基本に3つの調査区にわ

けておこなった。

その結果、縄文時代から近世にかけての多くの遺構・遺物を検出した。検出した主な遺構は以下

のとおりである。

(1区)建 物跡 (竪穴・掘建柱)5以上・土坑 5・ 箱式石棺 1・ 大鍛冶場跡 (炉跡・土坑・粘土

面)・ ピット多数

(2区)建 物跡 (竪穴・掘建柱)5・ 土坑 7・ ピット多数

(3区)炭 窯 1・ 土坑 9 ピット多数

検出した遺構のうち、建物跡は基本的に弥生時代と奈良～平安時代頃のものがあり、2つの時期

が認められる。土坑の多くは近世の墓と想定されるものであるが、古墳時代のものと考えられる石

蓋土坑や当地域における産業の1つ「麻」の生産に関わると想定される石・炭を多量に含んだ土坑

も確認された。また大鍛冶場からは、 2基の炉跡のほか、鉄床石・鉄床、当時の作業面と考えられ

る粘土面を確認した。鉄生産は当地域における一大産業であり、これまでにも多くの製鉄関連遺構

が調査されているが、今回大鍛冶場が確認されたことは新たに資料を追加することとなった。

今回の調査では以上のような遺構のほかに多量の遺物も出土した。その多くは弥生土器と土師器

である。弥生土器の多くは中期と考えられる時期のものが多数を占め、中には広島県二次市塩町遺

跡出土の上器を指標とする「塩町式」土器の特徴をそなえた土器や、流水紋が施された土器など特

徴的なものも確認された。

第 2節  1区の調査 (1)一第 1黒色土・第 1ハイカ上面―

1区は今回調査した調査区のうち最も北側に位置する調査区である。神戸川からの比高は約11～

16mで、尾根からの急な斜面が緩やかな斜面に変化する付近にあたる。調査前は水田が営まれてい

た。

1区の基本的な層序は水田耕作土、水田面造成時の盛土、黒色土 (第 1黒色土)、 ハイカ (第 1

ハイカ)となっている。周辺の遺跡において既に確認されているように、ハイカ (第 1ハ イカ)の

下には黒色土 (第 2黒色土)が存在していることが考えられたためトレンチにより確認したところ、

ハイカの厚い堆積の下に厚さ約30～ 50cmの黒色土層が認められたため、一部その部分まで掘り下げ

て調査を行った。

調査の結果、第 1黒色土から第 1ハ イカ上面にかけては主に奈良～平安時代頃の建物跡や近世の
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大鍛冶場跡などを確認した。また、第 2黒色土から第 2ハイカ上面にかけては、顕著な遺構は確認

されなかったものの縄文土器片を検出した。

以下、各遺構について報告する。なお大鍛冶場跡については別章において報告することとする。

lζ

打
洲
＼
上
下

X=-08′ 880

X=-96′ 900

∞

す
鍛冶場ギ

第1調査区

0                     20m

第 5図  1区 遺構配置図・地形測量図 (S=1/400)

とゴ:0魅

ド

Ｚ

；Ｋ ｏ ‐
ｒ

Ｂｏ‐
，‐た
胡
が
，　
ド粥

第2調査区
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S101(第 6～ 8図、第 2・ 3表)

(立地)標高約269.5mに 立地する。神戸川からの比高は約12.5mを 測る。

(規模・概要)(第 7図)こ の建物跡は、

調査段階で既に斜面下方側にあたる西側

の壁が失われており全容は明らかでない

が、残存部分から平面形が長方形で、規

模が南北方向3.Om、 東西方向3,4m以上

を測るものと推測される。壁はほぼ垂直

に掘り込まれており高さは30cm前後を測

るが、上面はかなり削平されているもの

と考えられる。建物床面からは柱穴に相

当するようなピット等は確認されておら

ず、建物の柱数などは不明である。また

建物内南西側床面では、幅約50cmの 焼土

面が認められた。なお、この焼土面の周

辺からは板状の石を数点検出しており、

竃等の施設が存在 したことも考えられる。

(遺物出土状況)(第 6図)須恵器や土

師器などが床面近 くから出土した。全面

的な出上で場所による粗密はほとんど認

められない。遺物はほとんどが破片であ

る。建物北側の壁沿いからは鉄鏃が 1点

出土した。

(出土遺物)(第 8図、第 2・ 3表)出

土遺物のうち実測が可能だったものにつ

いて掲載した。 1は弥生土器の甕または

壺の底部と考えられるもので、周辺から

流入 したものと思われる。 2は須恵器郭

である。体部は直線的に開き、底部には

糸切り痕が残る。 3は土師器甕の破片と

考えられるもので、器壁がかなり厚みを

持つ。 4～ 6は土師器甕である。いずれ

のものも外面の調整はハケメ、内面の調

鰯 焼土面

o                   2m

l実測図(2)遺物出土状況 (S=1/60)
※出土遺物は縮尺任意

|   |

孝

第6図
8

1区 SI

‐

‐
＝
，
　

一　

＾
υ

2700m

1.

2.
3.
4.

曇冠き土 ξ
淡黒色土
茶色土  ~

第 7図  1区 S101実 測図(1)(S=1/60)

整はヘラケズリがなされている。 6は鉢状に口縁が開き、胴部が張らない形で 4、 5と器形に違い

をみせている。

(時期)出土遺物のうち2な どから判断して、奈良時代頃の建物と考えられる。
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′
  5

鞍

9                          110Cm

第 8図  1区 S101出 土遺物実測図  (S〓 1/3)

．　一　
． 　
　
＼＼　　＼　＼＼
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図
号
挿
番
真
版
写
図 出土地点 種 別 法量(cln) 調   整 特   徴 胎 土 焼成 色調 備 考

S101
(覆土中)

甕

(弥生土器)
底径:(66)

面

面

外

内

ヘラミガキ、ナデ

ナデ

l mm程度の砂

粒を含む
良 淡黒茶色 一部のみ残存

ｌ

①

Ｏ

近

Ｉ

面

Ｓ

休

杯

(須恵器)

□径 :(122)
器 高 : 35
底 径 : 90

面

面

外

内

回転ナデ、回転糸切り

回転ナデ
体部は外方に直線

的に開く

l mm程度の砂

粒を含む
良 淡茶桃色 残存率40%

１

０

０

近

正

面

Ｓ

休

甕 ?

(土師器)

外面:ハケメ、ナデ

内面:ヘラケズリ
器壁が厚ヽ

1～ 4 mm程度
の砂粒を含む

良 淡黒茶色 一部のみ残存

S101
(床面近く)

甕

(土師器)
口径:200

面

面

外

内

ナデ、ハケメ

ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程度
の砂粒を含む

良 淡黄褐色 残存率40%

１

０

０

近

Ｉ

面
Ｓ
係

甕
(土師器)

口径 :

外面:ナデ、一部ハケメ

内面:ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程度
の砂粒を含む

良 淡茶桃色 残存率40%

S101
(床面近く)

甕

(■師器)
口径:(352)

面

面

外

内
ナデ、ハケメ

ナデ、ヘラケズリ
胴部が張らなヽ

l mln程度の砂

粒を含む
良 淡黒茶色 残存率20%

第 2表  1区 S101出 土遺物観察表 (1) 口径 ()の数値は復元径

第 3表  1区 S101出 土遺物観察表 (2) ()の数値は現存長

S102(第 9図)

(立地)標高約270.Omに 立地する。神戸川からの比高は約13mを測る。

(規模 。概要)北側半分が既に流出しており残存状況が良くないため建物跡かどうか判断が難しい。

平面形・規模とも明らかでないが、円形で径 3～ 4m前後と推測される。壁は緩やかな傾斜をもっ

て掘り込まれており、床面との境は明瞭でない。また床面からはピット等は検出されなかった。

(出土遺物・時期)遺構に伴う遺物は出土していない。 したがって時期も明らかでない。

S103(第 10図 )

(立地)標高約269.Omに 立地する。神戸川からの比高は約12mを測る。

(規模・概要)調査前のトレンチで遺構の大部分を破壊してしまったためその詳細については明ら

かにできなかった。残存部分からは平面が方形状の建物跡になる可能性が考えられるが、推測の域

をでない。壁は緩やかな傾斜をもって掘り込まれている。床面ではピットを一基確認しているが、

土層の様子からピットはほかにも数基存在 したものと考えられる。

(出土遺物・時期)本遺構に伴う遺物は出土していない。 したがって時期も明らかでない。

第10図  1区S10
-9-

0        1m

―

3実測図  (S=1/60)

挿図
番号
写真
図版
出土地点 種 男」 長さ(cm) 幅(cm) 重量(g) 備 考

8-7
S101
(床面近く)

鉄 鏃 (79) 錆化により破損

翠ママ7

第9図  1区 S102実測図 (S=1/60)



SB01(第■図)
(立地)標高約269,Omに立地する。神戸川からの比高は約12mを測る.。 S101分南西に隣接し
て存在するが、主軸はそれからややずれている。

(規模・概要)柱穴と想定されるピットは全部で9基検出している。北西側のどゥトが認められな

いが、基本的には3聞×2間の建物跡と想定される。各柱間は南北方向が1.3m前後、東西方向が

2.Om前後で、全体として約4.2m X4,1の規模である。ビットは径が約

“

clllh深さは約20～30mであつ

たが、ビット上面は既とこ失われているものと考えられる。

(出土遺物)本遺構付近では色含層も含めて1多量の土師器片が出上している。その1中にこの建物に|

伴う遺物もあると考えられるが、厳密に区別することはできなかったため、本遺構付近の造物は包

含層出土の1遺物として別に掲載している。

ー

Ю臨 勢 鶴Q∃

第11図 1区SB01実測図 (S‐ 1/oO)
SB02(第12図)
(立地)調査区の引Lal」、標高約269,Omに 立地する。神戸川からの標高は約121mを測る。

(規模・概要)柱穴と想定されるビットは東側で6基、西側で3基の計9墓を検出した。このうち

東側のピット1基は他のものと比べ|て浅い上に柱間が若干長いことから直接関係したものではない
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ことも考えられる.。 また西側のビットが3基しか検1出され―ていないた.め疑間も残るが、1間X.4 FHE

(ま たは1間×5間)の1建物であったものと考えられる。ビットは平面形が長方形状を呈するもの

が多く、その規模は約1.2m XO.6m、 深きは40～80clllと 大型である。各柱間は1.8～2.Omを測り、

全体では南北方向約二.Om、 東西方向約5,Omの規模になる。

(出土遣物)本遺構に伴う遺物は出土していない。

(時期)本遺構に直接伴う遺物がないため明確な時期を特定することは難しいが、隣接する神原I

遺跡の例などから近世以降のものである可能性―が高いと考えられる。

＼

26915m

第12図  1区SB02実測図 (S‐ 1/80)

SB03(第13図)
(立地)SB01か ら南に約5mの所に立地する。標高は約269,Omである。
(規模・概要)確認された柱穴は基本的に建物東側の柱穴と考えられるものである。西側の柱穴は

一部に可能性のあるものも!認められるが、残存状況が良くなく明らかでない。柱間はSB01と ほ

ぼ同じ約113mで、2間以上の建物であったと考えられる。

(出土遺物・時期)SB01同様、本遺構付近では須意器や土師器の破片が多く出土している。こ
れらの遺物の申にはこの1建物跡に伴うものもあると考えられるが、厳密な区分はできなかったため

別に包含層出土の遺物として掲載している。これ
―ら遺物の多くが奈良時代頃のものと考えられるこ

とから、奈良時代頃の建物である可能性―が高い。

四雪
・
69乙
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SB04(第 14図 )

(立地)標高約269.Omの所に立地 している。

(規模 。概要)ほぼ同規模のピットが 3基直

線的に並んでおり、調査段階ではこれに対応

する辺のピット列は確認できなかったものの

掘建柱建物跡の可能性が高いものと判断した。

ピットは径が約70cmを測り若干大きめで、ま

たピット間の距離もlm前後でほかの建物跡

より短い。これを建物跡とした場合、柱穴の

規模や各柱間の距離が異なる建物であったと

考えられるが詳細は不明である。

(出土遺物・時期)SB01、 SB03と 同

様に周辺から多くの遺物が出土 している。そ

れらからは同じく奈良時代頃と想定されるが、

遺構の様相が違うことから時期が異なる可能

性も考えられる。

SK01(第 15・ 16図、第 4表)

標高約269.Om地 点に位置する。平面形は

ほぼ円形で、径約1.2m、 深さ約60cmを 測る。

土坑内からは土師器片が出土 しており、この

うち実測が可能だったものについては第16図

に掲載 した。土師器はどちらも器壁の比較的

1.暗黒色土
2.淡黒色土

第15図 1区 SK0

0            1m

l実測図 (S=1/40)

― ③③ ③
~r◎

2692m

第13図  1区 SB03実 測図  (S=1/60)

⑨

269.Om

〃

ぐ

ハ

ナ

第16図  1区 SK0
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③ ―

― ―

第14図  1区 SB04実 測図  (S=1/60)
薄いもので、外面はハケロ、内面はヘラ削りを施している。

古墳時代以降のものであると思われるが、明確な時期は不明である。

269.5m

1出土遺物実測図 (S=1/3)



挿図
番号
真
版
写
図 出土地点 種

月1 法量(cm) 調   整 特   徴 胎 土 焼成 色調 備 考

11
SK01
(覆土中)

甕

(土師器)
口径:(122)

外面 :ナ デ、ハケメ

内面 :ナ デ、ヘラケズリ

1～ 3 mll程 度
の砂粒を含む

良 明黄褐色
表面が一部風化

残存率20%

SK01
(覆土中)

甕

(土師器)
口径 :(166)

面

面

外

内

ナデ、ハケメ

ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 mm程度
の砂粒を含む

良 淡黄褐色 残存率30%

第 4表  1区 SK01出 土遺物観察表 口径 ()の数値は復元径

SK02(第 17・ 18図、第 5・ 6表)

標高269.Om地点に立地している。斜面に対してほぼ平行につくられており、規模は長軸が2.6m、

短軸80cm～ lm、 深さ約30cmを測る。この土坑は、その上面に大きさが30cm前後の石が散乱した状

態で検出されており、原形は留めていないものの、土坑の上面を石で覆ったいわゆる石蓋土坑とよ

ばれるものと考えられる。

土坑からは須恵器や土師器の破片のほか、底面付近で5点以上の鉄鏃が出土した。これらのうち

実測が可能だったものについては、第18図 に掲載した。 1は須恵器郭と考えられるが別のものの可

能性もある。 2～ 7は鉄鏃である。すべて長茎の鏃で片刃箭式であると考えられるが、全体的に錆

化しているために鏃身や関の形態など不明瞭な部分も多い。

時期については直接遺構に伴う土器が出上していないため明らかでないが、底面近くから出土し

た鉄鏃から古墳時代後期前半代のものである可能性を考えておきたい。

黒色土
暗黒色土

0                1m

l区 SK02実測図 (S=1/30)

つ
親

第17図
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図
号
挿
番
写真
図版 出
土地点 種 男叫 法量(cm) 調   整 特   徴 胎 土 焼成 色調 備 考

SK02
(覆土中)

郭 ?

(須恵器)
底径:48

面

面

外

内
回転ナデ

回転ナデ
l nllll程度の砂
粒を含む

良 青灰色 底部のみ残存

挿図
番号
写真
図版
出土地点 種 号可 全長(clll) 刃部幅(clll) 備    考

SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃、刃部の一部のみ残存

SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃、刃部の一部のみ残存

SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃、茎部の一部のみ残存

11
SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃

11
SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃

SK02
(床面近く)

鉄 鏃 長茎鏃

-14-



SK03(第 20図)

1区第 2調査区の中央より北側に、周辺の遺構とやや離れて存在 している。平面形は円形を呈し、

規模は径1.4mを 測るが掘りこみは浅い。土坑は一部に粘土が貼られ、その周囲を10～ 20cmほ どの

大きさの石が不規則に囲んでいた。炉の可能性も考えたが、粘土は

熱を受けている様子もないことから別の性格のものと想定される。

SK04(第 19・ 20図、第 7表)
1区第 2調査区の南側、標高272mの所に位置している。平面形

は円形で、径1.lm、 深さ0.6mを測る。土坑内からは肥前系と考え

られる陶器碗が出土している。

この土坑の性格については明らかでないが、近世の墓である可能性も考えられる。

SK05(第 20図)
1区第 2調査区の南側、SK04の 東隣に位置している。平面形は方形と考えられ、長軸1.3m、

短軸1.lm、 深さ30cmを測る。遺物等は出上していない。

この上坑の性格については明らかでないが、SK04と同じく近世の墓である可台豫性も考えられる。

第 7表 SK04出 土遺物観察表 口径 ()の数値は復元径

1.黒茶色土 (やわらかい)
1.淡茶色粘質上

273.Om

SK03
o                  2m

1.黒茶色土 (やわらかくところどころに小石)

3～ 05実測図  (S=1/40)
-15-
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マ
'  1

0             5cm

第19図  1区 SK04出 土
遺物実測図 (S=1/3)

図

号

挿

番
真
版
写
図 出土地点 種 】J 器 種

法量(cm)
特徴および文様・施釉 推定生産地 残存量

口径 底径 器高

SK04
(覆土中)

陶器 碗
削り出し高台

内面に施釉
一削 底部の半分が残存

272.Om

ー SK05

第20図  1区 SK0



箱式石棺 (第21図)

調査区の最も北側、標高268.5mの 地点に立地している。石棺は割石を用いて造られた箱式石棺

で、規模が内法で測って長さ1.Om、 幅0.3m、 床面からの高さは0.25m前後と小型である。 これに

伴う墳丘や溝などは確認できなかった。石棺の蓋石は基本的に4枚の石で構成され、一部蓋石と蓋

石との間隙を塞ぐように小さな石が配されていた。また棺身は10個以上の石で構成されており、東

側は4石、西側は3石立て並べられている。側石の一部は二重に石が置かれているところも見られ

た。粘土等による目張りなどは認められず、調査時点で棺内には既に土砂が流入していた。遺物な

どは一切出土しておらず、したがって時期などは明らかでないが、古墳時代のものである可能性が

ある。

1.暗黒掲色土
2.明黒褐色土

~■ __

第21図  1区箱式石棺実測図

9                1m

(S=1/30)

―-16-―



遺構に伴わない遺物 (第22～ 29図、第 8～15表 )

1区では包含層中から多くの遺物が検出されている。中でも土師器片が多く出土しており、SB

01、 SB03付 近では集中的に出土した。先に報告したとおり、出土した土師器のうちいくつか

はこれらの遺構に直接伴うものと考えられるが、厳密に区分する事ができなかったので、ここで合

わせて報告することとする。

第22図には縄文土器を掲載した。 1は日縁部内面に2段の刺突列を有するもので、端部にもキザ

ミが施される。 2～ 6はキザミのある突帯文を有する土器、 7～10は粗製の深鉢と考えられる。

縄文土器は出土量が少なく、また時期も後期～晩期と考えられるものがほとんどを占めるようで

ある。

第23図には弥生土器のうち内面・外面とも無文の土器を掲載した。 1～ 5の ように口縁部の屈曲

が弱いものと、 6～ 8のように比較的強いものとがある。調整はヘラミガキやナデによるものがほ

とんどである。

第24図 も弥生土器である。 1は壺の肩～胴部にかけての破片と考えられるもので、直線文・斜格

子文が描かれている。 2～ 5は壺の口縁部～頸部の破片と考えられるものである。 2は口縁部に平

坦面を有するもので、そこに斜格子文や円形浮文が、端部にはキザミが施されている。また口縁部

～頸部にかけても外面にキザミのある断面三角突帯や斜格子文が施され装飾度が強い。 3も ほぼ同

様の形態の壷の口縁部で、平坦面には斜格子文、外面には波状文が描かれている。 4・ 5は壺の頸

部で、 4に はキザミのある断面三角突帯や棒状浮文が、 5に はキザミのない断面三角突帯が施され

る。 6は高郭である。日縁部は平坦面を有し内面・外面ともヘラミガキされている。 7～15は壺・

甕類である。 7・ 8は器壁が全体的に薄く、日縁部の強く屈曲する形態のものである。 9～13は 口

縁端部が拡張され、そこに数条の凹線文が施されるもので、内面は頸部屈曲部までヘラケズリがな

される。14は壺と考えられるもので、日縁端部は丸く、無文である。15は甕と考えられるもので、

日縁部は無文で端部は尖り気味である。

これらの土器の時期は、第24図の1～ 8が中期中葉頃、 9～13が後期前葉頃、14・ 15が後期後葉

のものと考えられる。第23図に掲載した土器については時期がはっきりとしないが、中期後半代以

前と考えておきたい。

第25図・26図は土師器・須恵器類を掲載した。第25図は土師器甕である。全体の形がわかるもの

はないが、胴部が張るものやその反対で胴部が張らないもの、長めの胴部になると考えられるもの

などが見られる。第26図 1は破片のため推測の域をでないが、須恵器蓋と考えられるものである。

外面はヘラケズリが認められることから、他の須恵器よりも時期がさかのぼるものと考えられる。

2も須恵器蓋である。口縁部の内側にはかえりがつく。 3～ 6は須恵器郭である。いずれも高台の

つくもので、 3・ 4は体部が丸みをもち、6は直線的に立ち上がる。 8は土師器郭である。内面・

外面とも丁寧にヘラミガキがされ、また内面には暗文が見られる。 9010は土師器の高郭と考えら

れるものである。10は内面・外面とも赤色塗彩されている。11～13は甑の把手部分と考えられ、様々

な形態のものがみられる。14・ 15は甑である。14は把手がつき脚部には円形の孔が穿たれている。

第27図は弥生土器壺・甕類の底部、第28図 は石器を掲載した。第28図 1は黒曜石製の石鏃である。

第29図は陶磁器類を掲載した。 1は備前の鉢で、15世紀代のものと推測される。また2は青磁で

剣先の鏑連弁文が認められる。 3～ 5はいずれも肥前系の碗や皿と考えられるものである。掲載遺

物以外でも肥前系と考えられるものが多く出上した。

―-17-
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0                         10cm

第22図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(1)縄文土器  (S=1/3)

第23図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(2)弥生土器
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第24図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(3)弥生土器

一
一
　
　
　

〓 ‐ ／ ３ｊ
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0                 10em

第25図  1区遺構に伴わない出主遺物実測図(4)土師器 (S=1/3)
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第26図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(5)須恵器・土師器 。その他  (S=1/3)
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第27図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(

―
珍

_を軽醤_|
凰
国
国
凶
日
）

9                         110Cm

第28図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(労 石器  (S=1/3)

0_________―
―――――――■

OCm

6)弥生土器  (S=1/3)

9                           10Cm

(S=1/3)第29図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図(3)陶磁器類・その他
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第 8表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(1)(第22図 )

第 9表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(2)(第23図 )

第10表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(3)(第24図 )

日径 ( )の数値 は復 元径

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特  徴 胎 土 焼 成 色  調 備 考

1区
(包含層)

深鉢

1縄文土器)

面

面

外
内
ナデ、ミガキ
ナデ、ケズ,

日縁内部に刺突文
日縁端部にキザミ

1～ 2 Hull程度C
砂粒を多く含也

良 茶 色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢

縄文土器)

外面:ナデ
内面:ナデ

キザミのある突帯
1～ 2 Dul程 度α
少粒を含む

良 黒茶色
日縁部の一部の

み残存

22-3
1区
(包含層)

深鉢
1縄文土器)

デ

一ア

ナ

ナ

面

面

外

内
キザミのある突帯

1～ 3 Eul程 度¢
砂粒を含む

良
側

側

外
内
黒褐色

茶褐色

日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢
1縄文土器)

面

面

外

内
ナデ、(条痕?)
ナデ

キザミのある突帯
l Dul程度の砂沼
を含む

良 黒褐色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢

(縄文土器)

デ

４ア

ナ

ナ

面

面

外

内
キザミのある突帯

1～ 2 Eul程 度¢
砂粒を含む

良 茶掲色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢
(縄文土器

おア
４ア

ナ

ナ

面

面

外

内
キザミのある突帯

1～ 2 Dlll程度互
砂粒を含む

良 黄褐色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢

(縄文土器|

デ

いア

ナ

ナ

面

面

外

内
1～ 3 Dul程 度互
砂粒を含む

良 黄褐色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包合層)

深鉢

(縄文土器)

痕
痕
条
条
面

面

外
内

1～ 2 wll程 度¢
砂粒を含む

良
側

側

外

内
黒褐色
淡茶褐色

日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢
縄文土器)

痕
デ
条
ナ
面
面
外
内

l oIIl程度の砂粒
を含む

良
側

側

外

内
黒褐色

淡茶褐亡

口縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

深鉢
(縄文土器

面

面

外

内
ナデ
ナデ

1～ 3 Dul程 度の
砂粒を含む

良 茶褐色
日縁部の一部の

み残存

日径 の 叡 個 は復 死 径

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特  徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

1区
(包含層)

甕
1弥生土器)

ヨぞ乙:(30 8)
外面:ヘ ラミガキ、すデ
内面:ヘ ラミガキ、ナデ
指頭圧痕

日縁部が外方に緩
やかに屈折

1～ 2 null程度¢
砂粒を多く含も

良 褐  色
日縁部の一部の

み残存

23-2
1区
(包含層)

甕

弥生土器)

一ア
おア

ナ

ナ

面

面

外
内

口縁部が外方に屈

折

1～ 2 Dul程 度α
沙粒を多く含も

良 淡黒茶色

1区
(包含層)

甕
1弥生土器)

ヨ径:(258)
面

面

外

内

ヘラミガキ
ヘラミガキ

幅の広いヘラミガ
キ、日縁部が外方
に強く屈折

l Eul程度の砂鳩
をわずかに含も

良 褐  色

1区
(包含層)

甕

:弥生土器)

外面 :ナデ

内面:ナデ、ヘラミガキ

日縁部が外方に屈
折

lШ程度の砂鳩
を含む

良 茶 色

1区
(包含層)

甕
弥生土器)

ヨぞ乙:(25 2)
デ

デ
ナ

ナ

面

面

外

内

日縁部が外方に屈
折

l lnll程度の砂相

をわずかに含也
良 淡褐色

1区
(包含層)

甕

弥生土器)
ヨ花二:(1621

外面:ナデ、ヘラミガキ
内面:ナデ

日縁部が外方に強
く屈折

1～ 2 Dllll程度C
砂粒を含む

良 茶褐色

1区
(包含層)

甕

弥生土器)
ヨ宅&:(190)

外面 :ヘ ラミガキ

内面 :ヘ ラミガキ

口縁部が外方に強
く屈折、日縁端部
に平坦面を有する

l DIE程 度の砂ポ
をわずかに合也

良 茶掲色

23-8
1区
(包含層)

甕
弥生土器)

ヨ径 :(20 6
外面:ナデ、ハケメ
内面:ナデ、ハケメ

日縁部が外方に強

く屈折

l lulll程度の砂狂
をわずかに含と

良 茶掲色

日径

預 凶

番 号

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特  徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

1区
(包含層)

主 ?

弥生土器
外面 :ナデ

内面 :ハケメ
直線文(へ ら描き?)
斜格子文

l Dul程度の砂沼

を含む
良 黄褐色

13
1区
(包含層)

壺
(弥生土器

ヨ径:(250)
おア
おア

ナ

ナ

面

面

外

内

キザミのある突帯
科格子文、円形浮文
日縁部は上面が平
坦面となり、端部
にキザミを有する

l olll程度の砂約
をわずかに含む

良 暗褐色

13
1区
(包含層)

壺

(弥生土器
日径:(220)

外面:ハケメ、ナデ
内面:ハケメ

ヘラ描き波状文

斜格子文

l ulll程度の砂約
をわずかに含も

良 暗褐色

13
1区
(包含層)

霊

(弥生上器|

面

面

外
内
ナデ
ミガキ

キザミのある突帯
櫛描直線文 ?棒状
淫ヤ

l Dull程度の砂約
をわずかに含も

良 黄褐色

13
1区
(包含層)

霊

(弥生土器

外面:ナデ
内面:ナデ

キザミのない三角
突帯

l uul程度の砂粕
をわずかに含む

良 灰白色

1区
(包含層)

高ITN

(弥 生土器
日径:(200)

外面 :ヘ ラミガキ

内面:ヘ ラミガキ

日縁部は上面が平

坦面となる

l Dllll程度の砂相
をわずかに含も

良 黒褐色
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24-7
1区
(包含層)

甕

(弥生土器|

日径 :(204:
面
面
外
内
ナデ、ハケメ
ナデ

日縁部が外方に屈,
器壁が薄い

l ml程度の砂消
をわずかに含と

良 黄褐色

1区
(包含層)

甕
(弥生土器|

面
面

外
内

ハケメ
ナデ

日縁部が外方に屈」
器壁が薄い

l IIIHl程度の砂沼
をわずかに含と

良 黄褐色

1区
(包含層)

甕

(弥生土器
ヨぞと:(21.4)

デ

一ア

ナ

ナ

面

面

外

内 ヘラケズリ

日縁部に凹線文(4
条)
列点文、肩部に沈線骨

l Eul程 度の砂ポ
を多く含む

良 淡黄色

1区
(包含層)

甕
弥生土器)

外面 :ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ

日縁部に凹線文
(3条 )

l null程 度の砂鳩
を含む

良 淡黄褐色

1区
(包含層)

甕
弥生土器)

ヨ径 :(17.8)
外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズツ

日縁部に凹線文
(4条 ?)

1～ 4 uull程 度C
沙粒を含む

良 灰白色

1区
(包含層)

甕

弥生土器)
日宿と:(205) ケヽメ

翔
′ヽ
ケ

いア
一ア
ラ

ナ
ナ

ヘ

面
面
外
内 日縁部に凹線文

(4条 )
l Dull程度の砂粒
を多く含む

良 灰白色

1

1区
(包含層)

甕
弥生土器

日径 :(186
外面:ナデ、ヘラケズリ
内面:ナデ

日縁部に凹線文状
の窪み
列点文

l Eull程 度の砂約
を含む

良 淡黄色

-1ィ 13
1区
(包含層)

霊

弥生土器)
日径 :(172)

外面

内面

おア

おア

ナ

ナ
1～ 3 Eull程 度¢
砂粒を含む

良 褐 色

1区
(包含層)

甕
(弥生土器)

ヨぞ舌:(17.0)
外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズヅ

口縁端部断面は薄
め

1～ 2 dul程度¢
白色の砂粒を唸
む

良
外部:黄褐色

内部:褐  色

第11表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(4)(第 25図 )

第12表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(5)(第 26図 )

径 ( )の 数
挿 図

番号

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調 整 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

1区
(包含層)

甕
(上師器)

日径 :(11.0
外面:ナデ、ハケメ
デ司ここ:ナテ
ド
、ハケメ、ヘラケス・リ

1～ 2 nul程 度α
砂粒を含む

良 明褐色
日縁部の一部の
み残存

1区
(包含層)

甕

(上師器)
日径 :(156

面

面

外

内
ナデ、ハケメ
ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 aul程度¢
砂粒を含む

艮 赤褐 色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

甕
(上師器)

外面:ナデ、ハケメ
内面:ナデ、ヘラケズリ

l dull程度の砂沼
を含む

良 灰白色
日縁部の一部の
み残存

1区
(包含層)

甕

(上師器)
ヨ宅畳:(19.0)

面

面

外

内
ナデ
ナデ、ヘラケズリ

胴部があまり張ら
ない形か?

1～ 2 Dull程 度C
砂粒を含む

良 黄褐色 残存率20%

25-5 鷲鱒
甕
(上師器)

ヨてそ:(20 8)
外面 :ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズツ

1～ 3 mul程度¢
少粒を含む

良 褐  色
日縁部の一部の
み残存

25-6
1区
(包含層)

甕
(上師器)

ヨ径 :(182
外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズリ

1～ 4 olHl程 度C
砂粒を含む

良 黄褐色
日縁部の一部の
み残存

25-7
1区
(包含層)

甕

(上師器)
日ね置:(20,2)

面

面

外

内
ナデ
ナデ、ケズリ

胴部があまり張ら
ない

l Eul程 度の砂粕
を含む

良 淡黄色
日縁部の一部の
み残存

25-8
1区
(包含層)

甕

(土師器)
日径 :(18,7)

外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズリ

1～ 2 11ul程 度¢
砂粒を含む

良 黄褐色
日縁部の一部の

み残存

25-9
1区
(包含層)

甕

(上師器)
日ぞE:(193)

外面:ナデ、ハケメ
内面:ナデ、ヘラケズリ

l DIEl程 度の砂狙
を含む

良 黄褐色 残存率20%

1区
(包含層)

甕
(上師器)

ヨ径 :(17_8)
面
面
外
内
ナデ、ハケメ
ナデ、ヘラケズリ

i null程 度の砂刑
を含む

良 黄褐色
日縁部の一部の

み残存

1区
(包含層)

甕

(上師器)
ヨそそ:(23 6)

外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 dul程度α
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率30%

1区
(包含層)

甕
(上師器)

口径 :(250)
外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズツ

やや長めの胴部
1～ 2 nlll程 度C
砂粒を含む

良 黒褐色～褐色 残存率40%

日径 ( )の 数値 は
挿 凶

番号

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備考

26-1
1区
(包含層)

イ蓋?

(須忘器)

外 面 回転ナデ、
回転ヘラケズリ
回転ナデ内面

l dull程 度の砂霜
をわずかに含也

良 青灰色

26-2
1区
(包含層)

蓋
(須忘器)

ヨ径 :(150)

爆高:(25)
面
面
外
内
回転ナデ
回転ナデ、ナデ

l Dull弱 の砂粒を
筈む

良 青灰色

1区
(包含層)

不(高台付)
(須忘器)

ヨ径:(13.働

器高: 49
外面:回転ナデ
内面:回転ナデ、ナデ

2 null大 の砂粒を
含む

良 青灰色

1区
(包合層)

不(高台付)

(須忘器)
壺径 : 7.7

外面:回転ナデ
内面:回転ナデ、すデ

l Hul程 度の砂瓶
を含む

良 青灰色 器壁が薄い

26-5
1区
(包含層)

不(高台付)

(須忘器)
底径: 82

外面 おアサ
リ
一ア
如剪
おア

ナ
糸
ナ

転
転
転

回
回
回内面

l Eul大 の砂粒を
含む

普通 灰白色
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26-6
1区
(包含層)

杯

(須忘器)

日径 :(138)

器高: 57
外 面 回転ナデ、ナデ、
回転糸切り
回転ナデ、ナデ内面

体部が緩やかに屈
曲

2 Hul大 の砂泣を

含む
良 灰  色

1区
(包含層)

不(高台付)
(須恵器)

径
高
径

日
器
底

(126)
48
(83)

外面:回転ナデ
内面:回転ナデ

体部が直線的に臀
く

l Dul程 度の砂ポ
を含む

良 青灰色

26-8
1区
(包含層)

不

(上師器)

径

高
日
器

149
56
面

面

外

内
ナデ、ヘラミガキ
ナデ

l Eull大 の砂粒を
含む

良 橙  色
暗文が認められ

る

1区
(包含層)

高杯?

(上師器)
日径:(145

面
面
外
内
ナデ
ナデ

1～ 2 Dllll程 度互
砂粒を含む

良 褐  色 高イのイ部か?

1区
(包含層)

高イ?

(土師器)
ヨ径:(146

外面 :ハ ケメ

内面 :ヘラミガキ

1～ 2 Eul程 度互
砂粒を含む

良 赤褐色
内外面とも赤色

顔料塗彩

1区
(包含層)

(把手)

(上師器)

外面 :ナデ

(内面):ヘ ラケズリ

1～ 3 DII程 度互
砂粒を含む

良 黒褐色 甑の把手か ?

!6-1,
1区
(包含層)

(把手)
(土師器)

外面:ナデ
l Dul程 度の砂粒

を含む
良 黄褐色 嵌の把手か?

1区
(包含層)

(把手)
(上師器)

外面 :ナデ
(内面):ヘ ラケズツ

1～ 3 Eul程 度¢
砂粒を含む

良 黄褐色 甑の把手か ?

1区
(包含層)

甑

(上師器)

径
高
径

日
器
底

外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズリ

把手がある

脚部には円孔

1～ 2 Du程度α
砂粒を含む

良 黄褐色

1区
(包含層)

甑
(土師器)

日径 :(200)
器高:274
底径:(104)

外 面 ナデ、ハケメ、
一部ヘラケズリ
ナデ、ヘラケズリ内面

把手・円子しは、認
められない

1～ 2 Eul程 度C
砂粒を含む

良 橙 色

日 の

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量(clll) 調  整 特 徴 月台  土 焼 成 色 調 備考

1区
(包含層)

(底部)

(弥生土器)
餞径: 46

画

面

外
内
ナデ、ミガキ
ミガキ

1～ 2 Dul程 度の
砂粒をわずかに
合す。

良 黄掲色

1区
(包含層)

重 ?

(弥生土器)
ミ径: 6_0 ア́

いア

ナ

ナ

面

面

外

内

1～ 2 Bul程 度互
砂粒を含む

普通 黄褐色

1区
(包含層)

重 ?

(弥生土器)
主径: 95 外面

:ナデ、ハケメ
内面:ナデ、一部ハケメ

1～ 2 Dul程 度の
砂粒を多く含む

良 黄掲色
胎土中に石英を

多く含む

第13表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表(6)(第 27図 )

第15表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表 (3)(第 29図 ) 口径 ( )の数値は復元径

第14表  1区遺構に伴わない出上遺物観察表(7)(第 28図 )
図

号

挿

香

真

版

写

図
出土地点 種 別 長 さ (clll) 幅 重量 備 考

1区
(包含層)

石  鏃 平基式の石鏃、材質は黒曜石である

28-2
1区
(包含層)

41

l区
(包含層)

磨 石 77 75

図

号

挿

番

真

肺

写

図
出土地点 種 別 器 種

法 量 (clll)
特徴および文様・施細 推定生産地 残  存  量

日径 底径 器 高

1区
(包含層)

妬器 鉢 ? 備 前 日縁部の一部のみ残存

29-2
1区
(包含層)

磁器 碗 青磁、剣先の銘蓮弁文
中 国
(龍泉窯系?)

日縁部の一部のみ残存

1区
(包含層)

陶器 皿 見込みに胎土目痕 肥 前 底部の一部が残存

1区
(包含層)

磁器 碗 月巴  扁1 日縁部の一部のみ残存

29-5
1区
(包含層)

磁器 碗 (106) 月巴言

'?

29-6
1区
(包含層)

陶器 鉢 在地系

1区
(包含層)

陶器 鉢 外面は施釉 在地系

1区
(包含層)

陶器 鉢 (120) 在地系

29-9
1区
(包含層)

羽 日
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第 3節  1区の調査 (2)一第 2黒色土・第 2ハイカ上面―

神原Ⅱ遺跡においては、第 2黒色土層が2.5mに も及ぶ厚いハイカ層の下にわずかに存在 してい

ることが確認された。これまでの調査においても、この層に縄文時代の遺構や遺物が包含されてい

ることが分かっており、掘り下げて調査をおこなった。ただし調査期間の関係上、平成 9(1997)

年度は1区部分のみ行い、 2・ 3区の部分については平成10(1998)年度に行っている。

調査の結果、本調査区における第 2黒色土層からは顕者な遺構 。遺物とも確認されず、第30図 に

掲載 した縄文土器片などがわずかに確認されたのみである。出土 した遺物は4を除き小片で、いず

れも粗製の深鉢と考えられる。 4は日縁端部に面を有するもので、日縁部よりやや下がったところ

に円形の穿孔がみられる。

9                          10Cm

第30図  1区遺構に伴わない出土遺物実測図 (第 2黒色土)(S=1/3, 4は S=1/4)

第16表  1区遺構に伴わない出土遺物観察表 (9)(第30図)口径()の数値は復元径
図
号
挿
番
写真
図版 出土地点 種 別 法量(cm) 調   整 特 徴 胎 土 焼成 色 調 備 考

1区

(第 2黒色土)
鉢
錦
深
緻

外面:ナデ

内面:ケ ズリ

l mll大 の砂粒
を含む

良
外側:黒褐色

内側:淡褐色

口縁部の一部のみ
が残存

30-2
1区

(第 2黒色土)

深鉢

(縄文土器)

外面:ナデ(条痕
内面:ナデ、条痕

1 5 alll大 の砂

粒を含む
良 淡褐色

口縁部の一部のみ

が残存

1区

(第 2黒色土)

深鉢

(縄文土器)
底径■22

外面:ナデ?

内面:ナデ?

1 5mm大 の砂

粒を含む
良
外側:灰色

内側:灰白色
底部の一部のみ残

存

1区

(第 2黒色土)

深鉢

(縄文土器)
外面:ナデ、条痕?

内面:ナデ

円孔が穿たれ
る、回縁端部
は面を有する

l mm程度の砂
粒を含む

良 灰黄色 残存率20%
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打
洲
＼
上
下

0                10m

第31図  1区第 2ハイカ上面地形測量図  (S=1/300)

0                   4m

第32図  1区土層図  (S=1/120)
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第 4節  2区の調査

2区 は 1区の南側、標高272～ 275mに

かけてに位置する調査区で、調査以前 は

は水田であったところである。基本層序

は水田耕作土、水田造成時の盛土、黒色

土、ハイカ層となっている。

調査の結果、建物跡や土坑など遺構の

ほか多 くの弥生土器をはじめとする遺物

を確認 した。中心となる時期は出土遺物

から弥生時代と奈良～平安時代にかけて

の 2つの時期であると考えられる。なお、

本調査区北側では調査前より多量の鉄滓

が散乱 しており製鉄関連遺構の存在が想

定されていたが、今回調査 した範囲にお

いては確認されなかった。

また、ハイカ層以下の調査については

時間の関係上平成 9(1997)年度には行

わなかったが、翌年度に トレンチにより

遺構・ 遺物の有無についての確認がなさ

れ、一部調査がされている。それについ

ては既に報告されているため、 ここでは
(註 7)

省略する。

以下、各遺構・遺物について報告する

こととする。ただし、いずれのものも残

存状況が良くなく、また時期の判断が可

能な遺物が少ないなど、時期の推測が難

しいものもあるため、基本的に調査順に

報告することとする。

S101(第 35・ 36図、第16・ 17表)

(立地)2区 の中央よりやや南側、標高
274m地点で検出した。 この付近は比較的

平坦な面となっていた。

(規模・概要)(第35図)調査段階ですで

F票:1釜召票苫ラ:1彊ζ奪4写晟】:  目
のと推測される。壁高は現状で20cm程度

を測るが、上面はかなり削平されている

Ｅ

引
ｄ
無

。
い

引
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｛引
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硼
腿
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）
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第34図  2区遺構配置図・地形測量図  (S=1/400)
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ものと考えられる。木面

ではピットを 2基確認 し

た。そのうちの 1基は幅

55cmを測る比較的大きな

ピットで、いわゅる中央

ビットであろう。残りの

1基は径が約20omを測る

もので柱穴と考えられる。

しかしこの他に柱穴に相

当するようなピットは確

認されなかった。したがっ

てこの建物の柱数は不明

である。

2750m

(出土遺物)(第36図、

第17・ 18表)遺物は床面     ::
付近で全面的に出土して     3.

いる。土器はほとんどが

黒褐色土
淡黒色土

黒色土

第35図  2区 S101実 測図  (S=1/60)
小片で、図化が可能であったのは第36図に掲載したもののみである。また主に建物内南側を中心と

して、剥片と考えられる石が散舌ししていた。剥片と考えられる石は、大きさが2～ 3 cm程度の厚み

がほとんどないもので、一部には二次的な加工が認められるものもある。石鏃の素材またはそれを

作成する際に生じた剥片である可能性が考えられる。

(時期)時期の推測できる遺物が少ないが、 1や遺構の平面形態および周辺で検出した遺構・遺物

等から、弥生時代中期後半のものである可能性が高いと思われる。

第17表  2区S101出 土遺物観察表 (1)   口径()の数値は復元径
図
号
挿
番
真
版
写
図 出土地点 種 月」 法量(cm) 調   整 特   徴 胎 土 焼成 色調 備 考

S101
(床面)

甕

(弥生土器)

外面 :ナデ・ハケメ

内面 :ナ デ・ハケメ

口縁部が外方に屈
折

l mu程度のV」

粒を含む
良 赤褐色

剖 こ穆斑夕牙ミ?
が見られる

第18表  2区 S101出 土遺物観察表 (2)
挿図
番号
写真
図版
出土地点 種 】」 長さ(cn) 幅(cm) 厚さ(all) 重量(g) 備 考

S101
(床面)

剥 片

S101
(床面)

剥 片

０
面
Ｉ
床 剥 片 19

36-5
０
面
Ｉ
床 剥 片 17

36-6
０
面
Ｉ
床

Ｓ

て 剥 片 106

０
面
Ｉ
床 澱1片

36-8
S101
(床面)

剥 片 066

S101
(床面)

剥 片

16-
０
面
Ｉ
床 剥 片
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第36図  2区 S101出 (1は S=1/3、 2～ 10は S〓 1
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/1)土遺物実測図



S102(第 37・ 38図、第19表 )

(立地)2区のほぼ中央付近、標高273.5m地点の比較的平坦なところで検出した。
(規模・概要)(第38図)調査段階ですでに斜面下方にあたる南西側部分が流出しているが、残存

部分から判断して平面形が方形または長方形を呈 し、規模が南北方向で3.3m、 東西方向で3,Om以

上を測るものである。壁面は、上部がかなり削平されているものと考えられ全体的に残りが悪 く、

約10cm程度 しか残っていなかった。床面ではピットを 1基確認 した。ピットは遺構の南側隅に位置

しており、径約40cm、 深さ約10cmを 測る。この建物に伴う柱穴と考えられるが、北側隅部分では確

認できなかった。

(遺物出土状況)遺物は床面付近で全体的に出土 しているが、ほとんどは小片である。なお覆土中
より磨石が出土しているが、周辺からの流入によるもので本遺構に直接伴うものではないと考えら

れる。

(時期)出土した土器がいずれのものも小片

であり、明確に時期を判断できるものがない

ため明らかでないが、遺構の平面形態や周辺

遺構等から考えて、奈良～平安時代にかけて

のものである可能性が高いと思われる。

0              5cm

―第37図  2区 S102出土遺物実測図 (S=1/3)

第19表  2区 SI

2735m

l.黒茶色土
2mO

第38図  2区S102実 測図 (S=1/60)

02出土遺物観察表

// ベ

 ヽ     )
＼ ノ τ

図
号
挿
番
写真
図版
出土地点 種 月可 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 備 考

37-1
S102
(覆土中)

磨 石

S103(第 39図)

(立地)標高272mの ところで検出した。

(規模・概要)建物跡かどうかあまりはっきりしない遺構である。平面形は、円形とも方形とも区

別がつかない不整形な形状で、規模は南北方向で測って3.5m前後を測る。壁は斜めに掘 り込まれ

ており、また、床面と壁面との境は明確でない。床面もあまり平 らでなく所々に礫が認められた。

ピット等は確認されなかった。

(遺物出土状況)土器の小片が数点出土したが、いずれのものも覆土中からの出土である。

(時期)時期の判断できるものがなく、明らかではない。
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1.黒掲色土

第39図  2区 S103実 測図 (S=1/60)

S104(第 40～42図、第20021表)

(立地)調査区中央よりやや北側、標高274m地点の平坦なところで検出した。

(規模・概要)(第40図)調査段階で既に全体の4分の3以上が流出しており、残存状況の悪い遺

構である。平面形・規模とも正確なことは不明であるが、残存する北西側部分から推測して、平面

形が円形で規模が6.Om前後を測る建物跡と考えられる。壁はほかの遺構と同様に10～ 20 cm程度し

か残っていなかったが、これも同じく遺構上面が削平を受けた結果と思われる。また壁際には幅10

cm程度の浅い壁体溝が認められたが、確認されたのは建物北側の一部で、どの程度巡らされていた

かは不明である。床面ではピットを4基検出した。このうちPと は2基のピットが連接したような

形状をした、長さ1.2mを 測る大型のもので、中央ピットに相当するものと考えられる。ほかの 3

基は、いずれのものも径40～ 60cmを測るもので柱穴に相当するピットであろう。位置関係から6本

の柱が想定されるが明らかではない。ヽヽずれにしても少なくとも4本以上の柱を持った建物であっ

たものと想定される。

(出土遺物)(第42図、第20・ 21表)遺物はほぼ床面で出土しているが、中央ピット付近で同一回

体の上器の破片がまとまって出土しているほかは河ヽ片がほとんどである。また、中央ピットからは

高郭の脚部が出土した。出土遺物については第42図に掲載した。 1～ 3は甕である。基本的に器壁

は薄く、外面・内面ともヘラミガキやハケメ調整がなされる。 1は口縁部が強く屈曲し、また凹線

文状の窪みを有している。 2・ 3は どちらも頸部よりわずかに下の部分に刻みのある貼り付け突帯

を有し、日縁部には凹線文が施される。4は壷または甕の底部、 5は高郭の脚部、6は磨石である。

5は円形透かしや直線文を有し、内面はヘラ削り調整がなされている。

(時期)出土した遺物の様相から、弥生時代中期後半と判断される。
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第40図  2区 S104実 測図(1)
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第41図  2区 S104実 測図(2)遺物出土状況 (S=1/60)
(図中遺物は縮尺任意)
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＼

第42図  2区S104出 土遺物実測図  (S=1

0                           10Cm

/3)

第20表  2区 S104出 土遺物観察表 (1) 口径 ()の数値は復元径

挿図
番号
真
版
写
図 出土地点 種 別 法量(clll) 調 整 特 徴 胎 土 焼成 色調 備 考

S104
(底面)

甕

(弥生土器)
日径:(216)

外面:ヨコナデ(ハケメ、ヘラミガキ

内面:ヨコナデヤ`ケメ、ヘラミガキ

回縁部に凹線文状の

窪み、胴部に列点文

l Hlll以下の砂

粒を含む
良
黄褐色
～黒褐色

残存率70%

42-2
０
面
Ｉ
底

Ｓ

く

甕

(弥生土器)
回径:(250) 獅
輌
ヨコナデ、ハケメ

ヨコナデ、ヘラミガキ

日縁部が凹線文状に
僅力ヽこく酌
頸部屈曲部よりやや
下にキザミのある突帯

l mm以下の砂

粒を含む
良
黄褐色

～黒褐色
残存率20%

42-3
０
面
Ｉ
底

Ｓ

く

甕

(弥生土器)
日径:(270)

外面:ナデ、ハケメ

内面:ナデ

□縁部に凹線文(%p
頸部屈曲部よりやや
下1こキザミのある突帯

l mm以下の砂

粒を含む
良 黄褐色 残存率10%

０
面
Ｉ
底

重妻?

(弥生土器)
底径:(38)

外面:ヘラミガキ、ナデ

内面:ナ 六一部にハケメ

1 4ull以下の砂

粒を含む
良 灰黄褐色 残存率10%

42-5
０
面
Ｉ
底

高杯

(弥生土器)
底径:110

外面:ヘラミガキ

内面:ヨコナ六一部にヘラケズリ
平行線文、円形透
かし

l mlll以下の砂

粒を含む
良 灰黄褐色 残存率20%
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第21表  2区S104出上遺物観察表 (2)

製 覇 H土地点 種 別 長さ (m) 幅 (cm) 厚さ (cmD 備 考

42‐e ‐０４爾
【い一卜一）一　　．．． 　　　　．．

磨 石

SB01(第43～40図、1第22・ 23表)
(立地)調査区北側、標高27215血 地点で

―
検出した。南北方向から若干方位をずらして建てられて

いる。

(規模!胆   (第43図)柱穴と想定されるピットは全部で9‐基確認され、西側の柱穴が1基認め
られないものの、2間 X3間の建物跡と考えられる。各柱間は南北方向が1おm～ 1,84、 東西方向
が2,4m前後を測り、全体として5,2-n× 5.Omの規模である。ピットはいずれも径が40cm前後、深さ

は調査段階で20clll～ 50clllで あった。全体的に斜面下方側のものが浅いことから、こちら側のも|の は

上面が失われている可能性が高いといえる。したがって、基本的にはいず
―
れのものも50clll以上の深

さがあったものと想定される。

ノ

第43図  2区SB01実測図(1)(S=1/60)

―-36-―
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(遺物出土状況)(第44図)建物跡の東側でまとまって出上している。破1片での出1上であるが、各

個体ごとにまとまりを見せており、ほぼ完形に復元できるものも認められる。

(出土遺物)(第45・ 46図、第22・ 23表)出上した遺物は須恵器蓋、須恵器不、土師器甕などの土

器類のほか、鉄製の鎌なども出上した。土師器甕は大型のものから小型のものまであり、器形も胴

のやや張るものや寸胴型のものなどがみられる。須意器ネは体部が直線的に伸びるものがほとんど

である。高台の付くものや、底部に回転糸切り痕を残すものもみられる。また須恵器蓋は輪状つま

みを有し、端部が下方に折れ曲|がる.タ イプのものである。

(時期)出土遺物から奈良時代頃の建物跡と考えられる。

戸 。観
¢

瑠

―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

0                    ?“

第44図 2区SB01実測図像)遺物出土状況 (S=1/60)(図中遺物は縮尺任意)

0ё

Θ

伊
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01出土遺物実測図141(S主 1/3)第45図  2区 SB
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第45図  2区 SB01出 土遺物実測図(1)(S=1/3)
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へ

0

o                         10cm

第46図  2区 SB01出 土遺物実測図(2)(S=1/3)

第22表  2区 SB01出 土遺物観察表 (1) 口径 ()の数値は復元径

図
号
挿
番
写真
図版
出土地点 種 房1 法量(cm) 調 整 特 徴 胎 土 焼成 色調 備 考

SB01 甕

(土師器)
日径:(300)

面

面

外

内

ヨコナデ

ヨコナデ、ヘラケズリ

1～ 2mm程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
残存率30%

SB01 甕

(土師器)

保
二
局

口

器

140

114

外面:ヨ コナデ

内面:ヨ ヨナデ、ヘラケズリ
卜型の甕

1～ 3mm程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
残存率90%

SB01 甕

(土師器)

径

高

日

器

面

面

外

内

ヨコナデ、ナデ

ヨコナデ、ヘラケズリ

胴部はあまり

張らない

1～ 3mm程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
器面が若干風化
ほぼ完形

SB01 甕

(須恵器)
日径:(204)

面

面

外

内

ヨコナデ、ナデ
ヨコナデ、強いヘラケズリ

胴部はあまり

張らない

1～ 2ull程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
残存率20%

SB01 甕

(土師器)

一体
」
甘
画

日

器

面

面

外

内

ヨコナデ、ナデ

ヨコナデ、ヘラケズリ

胴部はあまり

張らない

1～ 3mm程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
残存率70%

SB01 甕

(上師器)

径

高

回

器

面

面

外

内

ヨコナデ、ナデー部ハケメ

ヨヨナデ、ヘラケズリ

胴部はあまり

張らない

1～ 3mm程度の砂

粒を含む
良
黄褐色～

黒褐色
残存率80%

17 SB01 郭蓋

(須恵器)

口径:(142)

器高: 30
面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ

輪状つまみを

有する

1～ 3ml程度の砂

粒を含む
良
青灰色～

灰白色
残存率50%

17 SB01 雰

(須恵器)

径

高

日

器

面

面

外

内

回転ナデ、ヘラ切り

回転ナデ、ナデ
体部は直線的

に立ちあがる

1～ 2mm程度の砂

粒を含む
良
青灰色～

灰白色
ほぼ完形

17 SB01 邦

(須恵器)

一体
』
吉
画

日

器

面

面

外

内

回転ナデ、ヘラ切り

回転ナデ、ナデ
体部は直線的
に立ちあがる

lmm程度の砂粒

を含む
良
青灰色～

灰白色
ほぼ完形

SB01 不

(須恵器)

日径:130

器高: 37
外面 1回転ナデ?、ヘラ切り

内面:回転ナデ、ナデ

lmm程度の砂粒

を含む
良
青灰色～

灰白色

風 化 の た め 調

整 不 明 瞭

残 存 率 40%

SB01 邦

(須恵器)
日径:130

面

面

外

内

回転ナデ、ヘラ切り?

回転ナデ

1～4nld程 度の砂

粒をわずかに含む
良
青灰色～

灰白色
残存率30%

SB01 郭

(須恵器)

日径:(140)

器高1 40
外面:回転ナデ、ヘラ切り

内面i回転ナデ

lmm程度の砂粒

を含む
良
青灰色～

灰白色
残存率30%
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SB01 邦

(須恵器)

口径:(128)

器高: 35
面

面

外

内

回転ナデ?、ヘラ切り?

回転ナデ?
1～ 2mШ程度の砂
粒を含む

良
青灰色～

灰白色

風イとのため調
整不 明瞭
残存率 40%

SB01 邪

(須恵器)

径

高

口

器

122

45

面

面

外

内

回転ナデ、静止糸切り

回転ナデ

1～3m血程度の砂

粒を含む
良
青灰色～

灰白色
残存率40%

SB01 高台付郭
(須恵器)

径

高

日

器

面

面

外

内

回転ナデ

回転ナ八ナデ

1～ 2mla程度のV」

粒を含む
良
青灰色～

灰白色
ほぼ完形

SB01 皿

(須恵器)

径

高

口

器

面

面

外

内

回転ナデ、ヘラ切り
回転ナデ

1～ 2mm程 度の砂

粒をわずかに含む
良

や
色

色

白

灰

灰

圭同 ほぼ完形

SB01 甕

(土師器)
口径:176

外面 :ナデ、

内面:ヨ コナデ、ケズリ

l jII程 度の砂粒
を含む

良
灰色～

黒色

器壁が厚い

残存率20%

第23表  2区 SB01出 土遺物観察表 (2)
図
号
挿
番
真
版
写
図 出土地点 種 】叫 長 さ 最大幅(cm) 最大厚(cll) 備 考

SB01 鎌

SK01～ SK07(第 47図～第49図、第24・ 25表)
2区中央付近から南側にかけて土坑が7基点在していた。それぞれの土坑の詳細については第25

表に記載した。平面形はSK02が 楕円形、SK04が 円形を呈するほかは不整形な形となってい
る。またいずれの土坑も深さはそれほどなく浅いものである。SK02・ SK03か ら弥生土器が
出土している以外は、各土坑とも出土遺物が小片またはほとんどないため時期は明らかでなく、そ

の性格についても不明である。

第47図  2区 SK02出 土遺物実測図 (S=1/3)  第48図 2区 SK03出土遺物実測図(S=1/0

第24表  2区 SK02・ SK03出 土遺物観察表  口径()の数値は復元径

第25表 2区SK01～ 07計測表

0        5cm

―

図
号
挿
番
写真
図版 出
土地点 種 月J 法量(cll) 調   整 特   徴 胎 土 焼成 色調 備 考

SK02 霊

(弥生土器)
外面 :ナ八 ハケメ

内面 :ナデ、ハケメ
櫛描流水文、
キザミ

l nlll大の砂粒を含む 良
責褐色
～赤褐色

SK03 甕

(弥生土器)

面

面

外

内

ハケメ
ヘラケズリ

l IIlll程 度の砂粒を含む 良 黄褐色

遺構名 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 出土遺物 備   考
SK01 不整形 9× 09× 02

SK02 楕円形 9× 08× 02 弥生土器

SK03 円形 2× ■0× 02 弥生土器

SK04 円形 0× 09× 03

SK05 方形 22× 09× 02

SK06 方形 17× 07× 02

SK07 方形 28× 11× 03
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2735m

o                   2m

第49図

2740m

2区 SK01～ SK07実測図 (S=1/60)

1.黒茶色土

SK07

2740m

1.暗黒色土

SK05

SK06

一

　

２７３５ｍ
一

一

一　

獅一

一

2区 SB01出 土遺物写真
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遺構に伴わない遺物

2区においても1区同様包含層中から多くの遺物が出土している。縄文土器・弥生土器・土師器

などが確認されるが、圧倒的に多いのは弥生土器である。

第50図には縄文土器を掲載した。 1、 2はキザミのある突帯を有する土器、3～ 6は粗製の深鉢

と考えられる。いずれも小片で全体のわかるものはない。 2区においても縄文土器の出土は少なく、

掲載したもののほかはわずかである。時期は後期～晩期にかけてと考えられる。

第51図～第56図は弥生土器を掲載した。

第51図は内面・外面とも無文の上器である。 1区において出土したものと同様、日縁部の屈曲の

弱いものと比較的強いものとが見られる。

第52図、第53図には主に壺・甕を掲載した。第52図 1～ 6は 口縁部が外方に屈曲し胴部が張り出

す形の甕である。 1、 2は口縁端部に凹線文状の窪みを有し、胴部には列点文が施されている。4、

5は頸部よりやや下にキザミのある突帯を有する。 7～ 9は日縁部が拡張され、そこに凹線文が施

される甕である。いずれも内面にヘラケズリは認められない。 7は 口縁部が上方に拡張され、胴部

には列点文が認められる。10～ 13は凹線文と刺突文とが組み合わされた文様をもつもので、いわゆ

る「塩町式」土器と類似するものである。第53図2～ 12は 口縁部が拡張し、内面頸部以下にヘラケ

ズリが施されているものである。これらの上器の年代としては第52図 1～ 5が中期中葉頃、6～13

が中期後葉頃、第53図は後期前葉と考えられる。

第54図は主に高郭と壺・甕の底部を掲載した。 1は口縁部が水平な面となり、そこに斜格子文が

描かれるもので、その端部にはキザミが施されている。 2～ 4は邦部が屈曲し直立気味に立ち上が

る形のもので、外面には凹線文が施されている。 5～11は高界の脚部である。 6は欠損しているも

のの三角形と考えられる透かしが施され、外面は凹線文が描かれる。また7は円形の透かしや直線

文が施されている。8～11は脚端部が拡張されそこに凹線文が施されるもので、内面にはヘラケズ

リの認められるものもある。20は鉢と考えられ、日縁部から胴部にかけて凹線文や直線文、キザミ

などが施されている。これらの年代は1が中期中葉頃、ほかは中期後葉と考えられる。

第55図、第56図は主に壺を掲載した。第55図 1～ 3は 回縁部が大きく開く形の壺と考えられるも

のである。端部は下方にわずかに拡張し、2は内面に斜格子文、 3は外面に斜行線が描かれる。 4

～ 7は日縁部がさらに拡張され、そこに凹線文が施されるものである。このうち6, 7は内面にも

凹線文が施され、さらに、櫛状工具によると考えられる波状文や半円状の文様が認められる。これ

らは後述する流水文の描かれた土器の口縁部になるものと考えられる。 8、 9は壺の頸部から胴部

にかけての部分で装飾性が強く、凹線文、直線文、列点文、斜行線など多様な文様が描かれている。

第56図には流水文の描かれた土器片を掲載している。いずれも櫛状工具によって描かれたと思われ、

線の違いや土器の焼成具合、色調などから2種類の固体が想定される。これらの年代については第

55図 1～ 3が中期中葉、そのほかは中期後葉と考えられる。

第57図は土師器である。甕の日縁部と考えられるものである。土師器の出土量は多くない。時期

については断定できないものの、SB01に近い時期が考えられる。
第58図は主に陶磁器、石器を掲載した。陶磁器類には推定産地が肥前と考えられるもの以外に、

中国と考えられるものも散見される。 1は高台の付く郭である。中世土器と考えられるものはほか

にわずかしか確認していない。 2は白磁の皿である。日縁端部が反るもので、中国産と考えられる。
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3は陶器碗である。三日月高台で、高台以外は施釉されている。4は磁器碗と考えられる。外面に

は回線が描かれ、見込みにも施文される。 5は磁器皿である。高台内面は施釉されず、また見込み

は釉剥ぎされる。 6、 7は陶器碗である。内外面とも一部を除き施釉される。これらの年代は1が

12世紀後半、 2～ 5が16～ 17世紀頃、 6、 7が18世紀頃と考えられる。

6

0                           10cm

(S=1/3)第50図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(1)縄文土器

第51図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(2)弥生土器  (S=1/3)

一」半キ

、
/'8

10cm
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13

0                  1ocm

(S=1/3)第52図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(3)弥生土器
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手で

o                           10cm

第53図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(→ 弥生土器  (S=1/3)
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2区遺構に伴わない出土遺物実測図(5)弥生土器  (S=1/3)
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口

0                         10cm

第55図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(6)弥生土器  (S=1/3)
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9                           110Cm

第56図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(7)弥生土器  (S=1/3)

半___ 耳
=軍0                         10cm

(S=1/3)第57図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(8)土師器

▼ダニ里宅蓼拐喜覇群
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第58図  2区遺構に伴わない出土遺物実測図(9)その他  (S=1/3)

第26表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表(1)(第50図 )
日径 ()

図

号

挿

番

真

版

写

図
当土地点 種 別 法量 (clll) 調  整 特 徴 胎  土 焼成 色  調 備考

2区
(包含層)

深鉢
(縄文土器)

一ア
デ

ナ

ナ

面

面

外

内
キザミのある突帯

1～ 2 ml程 度互
砂粒を含む (7
英)

良 黄褐色
日縁部の一部C
み残存

2区
(包含層)

深鉢
(縄文土器)

デ

Ａア

ナ

ナ

面

面

外

内
キザミのある突帯

2 HIEl大 の砂粒を

含む
良 黄褐色

日縁部の一部C
み残存

50-3
2区
(包含層)

深鉢
(縄文土器)

面
面
外
内
ナデ、条痕?
ナデ

1～ 2 mll程 度α
砂粒をわずかに
含む

良 褐 色
日縁部の一部¢

み残存
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2区
(包含層)

深鉢
1縄文土器)

外面:条痕、ナデ
内面:条痕、ナデ

日縁端部に面を有
する

l nul程 度の砂村
をわずかに含も

良
外面 :黒褐色
内面 :掲 色

日縁部の一部分
み残存

50-5
2区
(包含層)

深鉢
(縄文土器)

外面

内面

痕
デ
条
ナ

l Dul程 度の砂粒
を含む

良
外面 :黒褐色
内面 :掲 色

日縁部の一部の

み残存

50-6
2区
(包含層)

深鉢
(縄文土器)

痕

痕

条

条

面

面

外

内
1～ 2 Dul程 度C
白色砂粒を含も

良
外面 :黒褐色
内面 :褐 色

日縁部の一部の

み残存

第27表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表(2)(第51図 )

第28表  2区遺構に伴わない出上遺物観察表(3)(第52図)

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調 整 特 徴 胎  土 焼成 色  調 備 考

51-1
2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

外面:ナデ
内面:ナデ、ミガキ

日縁部が外方に屈

折

l Dull程度の砂鳩
を含む

良 褐  色
口縁部の一部の

み残存

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

おア
おア

ナ

ナ

面

面

外

内
一部ハケメ 日縁部が外方に屈

折

l Eul程 度の砂消
を含む

良 褐  色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

一ア
ぉア

ナ

ナ

面

面

外

内
日縁部が外方に屈
折

の
石
度
く
程
む
ｍ
含
２
を
↑
粒
，

１
砂
英

良 褐  色 残存率10%

2区
(包含層)

甕

弥生土器)
ヨ径 :(27.6)

おア
おア

ナ

ナ

面

面

外

内
日縁部が外方に屈

折

1～ 3 Dul程 度α
砂粒を含む

“
英)

良 褐  色 残存率10%

2区
(包合層)

甕
(弥生土器|

日ぞ酢(190)
デ

デ
ナ

ナ

面

面

外

内
日縁部が外方に屈
折

1～ 4 dull程 度α
砂粒を含む

良 褐 色 残存率10%

2区
(包含層)

甕

(弥生土器)
日径 :(264)

面

面

外

内
ナデ?
ナデ?

日縁部が外方に屈
折

1～ 2 Dul程 度互
砂粒を含む (7
英)

良 褐 色
め
残
た

ヽ

の
瞭
化
明
％

風
不
１０

面
整
率

表
調
存

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

ヨ径 :(198
一ア
一ア

ナ

ナ

画

面

外

内
日縁部が外方に屈
折

l Dull程度の砂村
を含む

良 褐 色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

外面

内面

デ
デ
ナ
ナ

日縁部が外方に屈

折

1～ 3 Dul程 度¢
砂粒を含む

良 褐  色 残存率10%

日

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特  徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

2区
(包含層)

甕

(弥生土器|

日径 :(240)
タトFこ :ヨコナテ・、 ハケメ
〆司E]:ヨコナテ・、すテ

゛ 凹線文?(1条)
列点文

l mll程 度の砂釉
をわずかに含む

良 責褐 色 残存率10%

52-2
2区
(包含層)

甕

(弥生土器
ヨ4至 :(20.6

タトここ:ヨコナテ'、 ハケメ

内雇百:ヨコナテ
｀
、ヘラミカ
｀
キ
凹線文?(1条)
列点文

l oull程度の砂粘
をわずかに合も

良 灰黄色 残存 率 20%

2区
(包含層)

甕

(弥生土器)
ヨ径:(180 面

面

外
内

、′ヽケメ

、ヘラミがキ

l nwl程 度の砂猫

をわずかに合も
良 灰黄色 残 存率 10%

2区
(包含層)

甕

(弥生土器)

面
面
外
内

ヨコナテ
｀
、ハケメ

ヨコナテ
｀
、′ヽケメ

キザミのある突帯
l Dul程 度の砂料
を含む

長 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

キザミのある突帯
1～ 2 Dul程 度の
砂粒を含む

良 黄褐色 残存率30%

2区
(包含層)

甕
弥生土器|

ヨ径 :(20 0)
外面 :ヨサデ

内面 :ヨサテ
｀
、′ヽケメ

凹線文 (2条 )
列点文

l Eull程度の砂消
を含む

良 黄褐色 残存率10%

52-7
2区
(包含層)

甕

(弥生土器)
日径:(130

面

面

外

内 凹線文?(2条 ) l Eull程度の砂沼
を含む

良 黄褐色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

ヨ宅邑:(124
面

面

外

内

ヨコナテ
マ

ヨコナテ
ヾ
、ヘラケス'リ

凹線文 (3条 ?)
l Dull程度の砂村
を含む

良 明褐色 残 存 率 10%

2区
(包含層)

霊

(弥生上器)
ヨ径 :(20 9

外面 :ヨサテ
'

内面 :ヨサテ
・
、ヘラタ
｀
リ
凹線文、刺突文

l Dull程度の砂鳩
を含む

良 責褐色 残存率10%

2区
(包含層) 弥生土器)

面

面

外

内
ナテ・

ヘラケス
ヾ
)?

凹線文 。(キザミ)
2～ 4 Dull程 度¢
砂粒を多く合も

良 黄掲色 一部のみ残存

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

凹線文、刺突文、
キザミ、列点文

l Eull程度の砂粒
を含む

良 黄褐色 一部のみ残存
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2-1:
2区
(包含層)

甕

弥生土器)

面
面
外
内

ヨコナテ
ナテ

凹線文、刺突文、
列点文

l mll程 度の砂相
を含む

良
黒褐色～

黄褐色
残存率40%

2区
(包含層)

甕

(弥生上器)

外面サテ
｀
、ハケメ

″司E]:ナ テ'、ヘラケス
｀
リ
凹線文、刺突文

1～ 2 mll程 度¢
砂粒を多く合も

良 黒褐色 一部のみ残存

第29表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表(4)(第 53図 )

第30表 2区遺構に伴わない出土遺物観察表(5)(第54図 )

日径 |ま

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 男叫 法量 (cm) 調  整 特  徴 胎  土 焼成 色 調 備考

2区
(包含層)

璽 ?

(弥生土器)
ヨ径 :(120

外面:ヨ コナデ
内面:ヨ コナデ、
ヘラミガキ

l Dllll程度の砂湘
をわず力斗こ含也

良 灰黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕

(弥生土器)
ヨ径 :(174

外面 :ヨ コナデ
内面 :ヨ コナデ、
ヘラケズリ

拡張された日縁苗
に凹線文(2条)

l lul程 度の砂涎
を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

ヨ径 :(17.8
外面:ヨ コナデ、ハケメ
内面:ヨ コナデ、
ヘラケズツ

拡張された日縁剖
に凹線文

1～ 3 111El程度の
砂粒をわずかに
含む

良 褐 色 残存率30%

2区
(包含層)

褒
弥生土器)

ヨぞli(14.6
外面 :ヨ コナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、
ヘラケズリ

拡張された日縁剖
に凹線文(3条 )

l ml程度の砂君
を含む

良 黄褐色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
弥生土器)

ヨ径 :(19,8
一ア
デ
ズ

ナ
ナ
ケ

コ

コ

ラ

ヨ
ヨ
ヘ

面
面
外
内

拡張された日縁剖
に凹線文(2条 ?)

1～ 2 nul程 度互
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

ヨ径 :(13.6
面
面
外
内
ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ハケメ、
ヘラケズリ

拡張された日縁却
に凹線文?

1～ 2 wll程 度互
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

ヨ径 :(18.41
おア
デ

ズ

ナ

ナ

ケ

コ

コ
ラ

ヨ

ヨ

ヘ

面
面
外
内

拡張された日縁部
に凹線文(4条)

l lull程度の砂ポ

を含む
良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生上器)

面
面
外
内
ヨコナデ
ヨコナデ、
ヘラケズリ

拡張された口縁都
に凹線文

l Dul程 度の砂消

を多く含む
良 黄褐色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

外面:ヨ コナデ
内面:ヨ コナデ、
ヘラケズリ

拡張された口縁部
に凹線文

1～ 2 Hul程 度¢
砂粒を多く含也

良 黄褐色 残存率10%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

日ぞこ:(19,0
面

面

外

内

ヨコナデ、粗いハケメ
ヨコナデ、ヘラクズツ

胴部に刺突文
l IElll程度の砂粒
を含む

良 黄褐色 残存率20%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

口径 :(170
外面 :ヨ コナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、
ヘラケズリ

l Dlal程度の砂粒
をわず力■こ含む

良 黄褐色 残存率20%

2区
(包含層)

甕
(弥生土器)

日径 :(220
外面 :ヨ コナデ、ハケメ
内面 :ヨ コナデ、
ヘラケズリ

l olal程度の砂粒
を含む

良 黄褐色 残存率10%

日 の は

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種  別 法量 (cm) 調 整 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

2区
(包含層)

高不

弥生土器)
ヨ径 :(17.0)

面
面
外
内
ヨコナデ
ヨコナデ

日縁部上面に斜格
子文、日縁端部に
キザミ

l wl程度の砂相
を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

高不

弥生上器)
ヨ径 :(197)

面
面
外
内
ナデ
ヨコナデ

杯部外面に凹線文
(7条 )、 キザミ

l ml程度の砂粒
をわずかに含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

高杯

弥生土器)
ヨ径 :(222)

面
面
外
内
ナデ、ヘラミガキ
ヨコナデ、ハケメ

郭部外面に凹線文
(4条 )、 キザミ

1～ 2 dull程 度の
砂粒をわずかに
含む

良 淡黄色 残存率20%

2区
(包含層)

高rTh

弥生土器)
ヨ径 :(22.0)

面
面

外
内
ナデ?

ナデ?
邦部外面に凹線文 l Dllll程度の砂相

を含む
良 橙 色

表面風化のため
調整不明瞭
残存率10%

2区
(包含層)

高杯
弥生土器)

ミ径:(153)
ズヽ

，

，
ユ

ク

ア^
おア
ラ

ナ
ナ

ヘ

面
面
外
内

脚部外面に凹線文
(7条以上)

1～ 2 mll程 度¢
砂粒を含む

1良 淡黄色
表面風化のため
調整不明瞭
残存率10%

2区
(包含層)

高郷

弥生土器)
蛍径 :(150)

面
面

外
内

ヨコナデ
ヨヨナデ

透かし、凹線文
(3条 )

l oull程度の砂相
を含む

良 淡黄色 残存率20%

2区
(包含層)

高イ ?

弥生土器)

外面:ナデ
内面:ナデ(ヘ ラクズリめ

(櫛描き)直線文、
円孔

l mul程 度の砂村
を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

高杯
弥生土器)

奎径 :(161)
外面 :ナデ、ハケメ

内面 :ナデ

脚端部に凹線文状
の凹み

l Dul程 度の砂相
を含む

良 灰黄色 残存率10%
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2区
(包含層)

高杯

(弥生土器)
藍径 :(154)

外面:ナデ
内面:ナデ、ヘラケズツ

脚端部に凹線文

(7条以上)
l Dul程 度の砂約
を多く含む

良 淡黄色
表面風化のため
調整不明瞭
残存率10%

2区
(包含層)

高坪
(弥生土器)

藍径 :(140
外面:ヘラミガキ、
ハケメ?

内面:ナデ、ヘラケズツ

脚端部に凹線文
(1条 ?)、 キザミ

l llul程度の砂祖
を含む

良 淡黄色 残存率10%

3区
(包含層)

高不

(弥生土器)
甍径 :(145

面
面
外
内
ヨコナデ
ヨコナデ、
ヘラケズリ

脚端部に凹線文
(2条 )

l Dul程 度の砂祖
をわずかに含も

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

高イ?
(弥生上器)

面
面
外
内

ヘラミガキ
ヘラミガキ

凹森文、キザミ
l aul程 度の砂粘
を含む

良 明褐色 残存率20%

2区
(包含層)

(底部)

弥生上器)
餞径 :(64) 外面

:ナデ
内面:ナデ、ヘラミガキ?

l Dul程 度の砂相
を含む

良 淡黄色 残存率10%

i4-1ィ
2区
(包含層)

(底部)

弥生土器)
筆径 :(55) 外面

:ヘラミガキ?

内面 :ナデ
低部外面に沈線

l Eul程 度の砂約
を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

(底部)
(弥生土器)

雲径 :(56 外面
:ヘラミガキ?

内面:ヘラケズリ?
1～ 2 oul程 度α
砂粒を含む

良 黒黄色 残存率10%

2区
(包含層)

(底部)

(弥生上器)
藍径 :(70) 外面

:ナデ、ハケメ

内面:ナデ
1～ 2 EIIl程 度¢
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率 10%

2区
(包含層)

(底部)
弥生土器)

餞径 :(60) 外面
:ナデ、ハケメ

内面:ナデ
1～ 2 alal程 度の
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

(底部)

(弥生土器)
藍径 :(6.4

面
面
外
内
ヘラミガキ
ナデ、
一部ヘラケズリ

l aull程度の砂粒
を含む

良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

甕

(弥生土器)
雲径 :(72 外面

:ナデ、ヘラミガキ
内面:ナデ、ヘラケズリ

1～ 3 Eull程 度互
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率40%

2区
(包含層)

鉢 ?
(弥生土器

日径:(122'
ぉア
おア

ナ

ナ

面

面

外

内 ハケメ
凹線文、キザミ

l Eull程度の砂鳩
を含む

良 淡黄色 残存率50%

'4-2

2区
(包含層)

紡錘車
外面 :ナデ l Bull程度の砂粕

を含む
良 淡黄色 ほぼ完形

第31表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表(6)(第55図 )
ロ の数には復元径

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調  整 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備考

2区
(包含層)

壺 ?
(弥生土器)

口径 :(15.4)
面
面
外
内

ヨコナデ
ヨコナデ

l aul程 度の砂粗
を含む

良 淡黄色 残存率10%

55-2
2区
(包含層)

三

弥生土器)
ヨ狛豊:(13.0)

面

面

外

内

ヨコナデ
ヨコナデ

日縁部内面に斜格
子文

l Dul程 度の砂相

を含む
良 淡黄色 残存率10%

2区
(包含層)

霊

(弥生土器)
ヨぞ【:(24 6)

おア
おア

ナ

ナ

面

面

外

内 日縁端部に刺突文
1～ 2 nul程 度¢
砂粒を含む

良 淡黄色 残存率10%

55-4
2区
包含層)

壼
(弥生上器)

口径 :(292
面

面

外

内
ナデ、ハケメ
ヨコナデ

日縁部に凹線文
(外面3条・内面
2条 )

l mll程 度の砂4
を含む

良 淡黄色 残存率10%

56-5
2区
(包含層)

重

(弥生土器)
日径 :(280

面

面

外

内

ヨコナデ
ナデ?

口縁部に凹線文

(3条 )

1～ 2 mll程 度C
砂粒を含む(石
英)

良 淡黄色
表面風化のため
調整不明瞭
残存率10%

55-6
2区
(包含層)

霊

(弥生土器
ヨ宅廷:(29 6)

面
面
外
内
ヨコナデ
ヨコナデ

日縁部に凹線文、
櫛描き波状文

l mll程 度の砂相
を含む

良 褐 色 残存率10%

55-7
2区
(包含層)

霊

弥生土器)
ヨ花垂:(29 0

面

面

外

内

ヨコすテ
｀
、ハケメ?

ヨコナデ
日縁部に凹線文、
櫛描き波状文

1～ 3 Dul程 度C
砂粒を含む

良 褐  色 残存 率 10%

53-8
2区
(包含層)

重
1弥生土器)

いア
委ア

ナ

ナ

面

面

外

内

頸部から胴部にか
けて凹線文(4条 )、
列点文、へら描き
斜線

1～ 2 4ul程 度¢
砂粒を含む

良 褐 色 残存率10%

55-9
2区
(包含層)

霊

(弥生土器)

外面:ナデ
″]E百 :ケス・り、′ヽケメ、
ヘラミがキ、すテ

｀

頸部から胴部にか
けて直線文、刺突
文、へら描き斜線

l oul程 度の砂相
を含む

良 淡黄色 残存率10%
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揮 凶

番号

真

版

写

図
出土地点 種  別 法量 (cm) 調  整 特 徴 胎  土 焼成 色 調 備 考

56-1
2区
(包含層)

霊

(弥生土器
櫛描流水文

l IIurl程度の砂猛
を含む

良 明褐色 残存率10%

2区
(包含層)

三
(弥生土器

面

面

外

内
ナデ
ナデ、ハケメ

凹線文、刺突文
櫛描流水文

良 明褐色 残存率10%

56-3
2区
(包含層)

壺 ?

(弥生土器

外面:ナデ、ハヘメ
内面:ナデ、ハケメ

櫛描流水文?

刺突?
l Eull程度の砂刈
を含む

良 明褐色 残存率10%

2区
(包含層)

霊

(弥生土器|

ア^
おア

ナ

ナ

面

面

外

内
柿描 流水 文

l Dul程度の砂刈
をわずかに含と

良 明褐色 残存率10%

56-5
2区
(包含層)

霊

弥生土器|

外面:ナデ、ハヘメ

内面:ナデ、ハケメ
櫛描流水文、凹線
文刻目

1～ 2m程度¢
砂粒を含む

良 明褐色 残存率10%

56-6
2区
(包含層)

霊

弥生土器)

外面:ナデ、ハヘメ
内面:ナデ、ハケメ

櫛描流水文、凹務
文刻目

l Dul程度の砂粗
を含む

良
黒褐色～

明褐色
残存率10%

56-7
2区
(包含層)

壷
弥生土器)

外面:ナデ、ハケメ
内面:ナデ

凹線文、キザミ
l Dul程度の砂器
を含む

良 明褐色 残存 率 10%

2区
(包含層)

霊

弥生土器)

凹線文、流水文
刺突文

良 赤褐色 残存率40%

第32表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表 (7)(第 56図 )

第33表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表(8)(第 57図 )

第34表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表 (9)(第58図 )

第35表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表 (10)(第58図 )

日径 ( )の数値は復元径

日径( )の数値は復元径

日径 ( )の数値は復元径

揮 凶

番 号

真

肺

写

同
出土地点 種 別 法量 (clll) 調  整 特 徴 胎  土 焼成 色  調 備 考

2区
(包含層)

甕
(上師器)

口径 :(296
画

面

外

内

ヨコナデ、ハケメ
タコナテ・、ヘラケス・リ

刺突文 ?
1～ 2 DWll程度¢
砂粒を含む

良
淡黄色～

明褐色
残存率10%

2区
(包含層)

疑

(上師器)
口径 :(166

外面:ヨ コナデ
,可属Ξ:ヨコナテ

｀
、ヘラケス',

l ulll程度の砂約
を含む

良 黄褐色 残存率10%

57-3
2区
(包含層)

甕 ?

(上師器)
口径 :(214

面

面

外

内
ナデ
ナデ

1～ 2 Dull程 度の
砂粒を含む

良 明褐色 残存 率 10%

2区
(包含層)

甕

(上師器)
口径 :(226

外面:ヨ コナデ
内面:ヨサデ、ヘラ舛リ

1～ 2 dul程 度の
砂粒を含む

良 黄褐色 残存率10%

日径( )の数値は復

挿図

番号

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (clll) 調  整 特 徴 胎  土 焼 成 色 調 備考

2区
(包含層)

零(高台付)

(中 世上器)
玉径:(52 面

面
外
内
回転ナデ
回転ナデ

l dull程度の砂粒
を含む

良好 淡黄色

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 器 種

法 量
特徴および文様・施釉 推定生産地 残  存  量

日径 底径 器高

2区
(包含層)

磁  器 皿 端反皿と考えられる 中 国 日縁部の一部のみ残存

2区
(包含層)

磁  器 碗
三ヶ月高台
高台以外に施釉

肥  前 底部の一部が残存

2区
(包含層)

磁  器 碗
外面に界線
見込みに施文

中国
(景徳鎮?)

底部の一部が残存

2区
(包含層)

磁 器 碗 3,7 見込みの部分は釉ハギ
高台部分は和がかからなし

肥 前 40%程度の残存

2区
(包含層)

陶  器 碗 肥 前 底部が残存

58-7
2区
(包含層)

陶 器 顎 肥  前 底部の一部が残存

第36表  2区遺構に伴わない出土遺物観察表 (11)(第58図 )
図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 長さ(cm) 幅 (clll) 厚 さ(cll) 備 考

58-8 2区 打製石斧 157

2区 叩  石
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第5節  3区の調査

3区は2区のさらに南側に位置する調査区である。調査前は地形が3段に加工されており、水田

や荒地となっていた。この3段のうち、中段を除く上下 2段の面から遺物の出土がみられたため、

この部分について調査をおこなった。神戸川からの比高は上段が22m～23m、 下段で18.5mを測る。

基本的な土層の層序は水田造成時の盛土、黒色土、ハイカとなっているが、上段では黒色上の中

に礫の含まれた層も確認された。また第 2黒色土層の検出を行ったが、確認されなかったためそれ

以下の層の調査は行っていない。

調査の結果、土坑や炭窯状の遺構を確認した。以下各遺構・遺物について報告する。

早|
X

Y=48.240

孝

第59図  3区遺構配置図・地形測量図  (S=1/300)
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SK01(第 60図、第37表)
3区下段の中央付近で検出した土坑である。平面形は不整楕円形を呈しており、規模は、長軸2.2

m、 短軸1.5m、 深さ0.5mを測る。土坑内には大きさが10cm程度の焼石が多量に入っており、その

下の層には炭を含む層が堆積している状況が確認された。遺構に伴う遺物は確認されていない。
(註 8)

この上坑の性格については、これまでの調査などから麻蒸施設に関係した遺構と考えられる。

SK02(第 61図、第37表)
3区下段、SK01か らやや南に位置している。平面形は、円形と方形を組み合わせたような不

整形な形を呈しており、規模は長軸2.7m、 短軸2.3m、 深さ0。 7mを測る。SK01と 同様に大きさ

が10cm程度の焼石が多量に入っており、また炭を多量に含む層も確認された。遺構に伴う遺物は確

認されていない。

この土坑の性格についても、 SK0 1同様麻蒸施設に関係 した遺構と考えられる。

第60図  3区SK01実測図 (S=1/60)

黒褐色土
淡黒褐色土
(炭が多く混ざる)

o                   2m

第61図  3区SK02実 測図  (S=1/60)

第37表  3区 SK01・ SK02計 測表

ξ
l

l.淡茶色土

::罠
黒色土 候 が多く混絢 9    獅

4.茶色土

2

遺構名 平面形 規模 (長軸×短軸×深さ) 出土遺物 備   考

SK01 楕円形 22× 15× 05 炭、焼石を多く含む

SK02 不整形 27× 23× 07 炭、焼石を多く含む
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SK03(第 62図、第38表)

3区下段の北側で検出した土坑である。平面形は円形で、規模は径1.2m、 深さ0.3mを測るが、

本来はもう少 し上面から掘り込まれていたものと思われる。この上坑内からは10cm程度の角礫が確

認され、また内面の一部には粘土が貼られている状況が確認されたが、残存状況があまりよくない

ため詳細は不明である。この遺構に伴う遺物は確認されていない。

黒掲色土 (黄色粘上が混ざる)
黄色粘質土

(単位はm)

と:

第62図  3区 SK03実 測図  (S=1/40)

第38表  3区SK03計 測表

SK04～ SK09(第 63図、第39表)
3区上段において検出した土坑群である。各土坑の詳細と出土遺物については第39表に記載して

いる。概観すると平面形は、SK08、 SK09が ほぼ円形を呈しているものの、それ以外は方形
を基調としている。規模は、SK09が 径約60cm、 深さ50omと 小さめであるが、ほかの5基はほぼ
同じ大きさで長さ (径)約1,2～ 1,7m、 深さ0.8～ 1.2mを測る。遺物はSK09以 外のすべてから
出上し、銭貨や煙管、鉄釘などがみられる。

これらの土坑の性格については出土遺物などから近世墓であるものと考えられる。ただしSK0
9については規模もほかのものと比べて小さく、また出土遺物もないために現状ではわからない。

第39表  3区 SK04～ SK09計 測表 (単位はm)

遺構名 平面形
規模 (長軸×短軸×深さ)

出土遺物 備   考
(底面規模)

SK03 円形
12× ■2× 03

本来は粘土貼りであったと考えられる

遺構名 平面形
規模 (長軸×短軸×深さ)

出土遺物 備   考
(底面規模 )

SK04 方形
■4× ■2× 10 鉄釘・煙管。鉄津

古銭 (寛永通費)10以上×

SK05 方形
12× 11× 08 鉄釘・煙管。4ヽ刀 ?

古銭 (寛永通費)18(09× 08)

SK06 方形
■6× ■4× 11 鉄釘。煙管。鉄滓。小刀 ?

古銭 (寛永通費)12

SK07 方形
■4× 12× 12

鉄釘。煙管。古銭 (寛永通費)10
(08 × 08)

SK08 円形
12× ■2× 11

鉄釘・古銭 (寛永通費)7
×

SK09 円形
06× 06× 05

SK04～ SK081こ比へ小規模である
×
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SK04 SK05

280.Om

270.5m

１

　

　

２

淡茶色土
υ▼カプロツク混じる)
茶色土
0▼カプロック混じる)

1.茶色土
CPヽイカプロック混じる)

1`淡茶色土
0ヽイカプロック混じる)

SK07

23010m

淡茶色土
C7ヽイカプロツク混じる)
茶色土
OITカプロツク混じる)
ハイカプロック

SK08

SK09

1.at■
9ヽイカプロック混じる)

第63図 3区SK04～ SK09実測図 (S=1/40)
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第64図  3区SK04出 土遺物実測図
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(S=1/2)第65図  3区SK05出 土遺物実測図
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第66図  3区SK06出土遺物実測図
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0                                    5cm

第67図  3区SK05出 土銭貸拓本  (S=1/1)

第40表  SK05出 土銭貨計測表

No
戸図
番号
出土地 名 称 初鋳年

銭径lA1/銭径031

(ml)

銭径lC1/銭径0
(4ul)

銭 厚 量目
(g)

備  考

と SK05 寛永通費 2505    2508 2020    1963 112-126

2 SK05 寛永通費 2404    2412 121-130

3 SK05 寛永通費 2532    2531 2058    2043 152-163

4 SK05 寛永通費 2431    2427 2013    1986 138-158

5 SK05 寛永通費 2462    2454 2058    2026 117-134

6 SK05 寛永通費 2517    2511 2036    1992 120-142 227

7 67-7 SK05 寛永通費 2470    2461 1 19-136

8 SK05 寛永通費 2415    2477 2063?   2016

278 8と 9重なっている

9 SK05

SK05 寛永通費 2451    2457 2036    1997 122-132

11 SK05 寛永通費 2022?  2021

11と 12重なっている

SK05

SK05 寛永通費 2333    2329 1897    1889? 116-120

SK05 寛永通費 *     2476 101-103
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SK05 寛永通費 1867    * 108-1 13

SK05
16と 17重なっている

17 SK05

SK05 寛永通費 *     2300 *    1902 083-092

第68図  3区 SK06出 土銭貨拓本  (S=1/1)

第41表 SK06出 土銭貨計測表

0                                    5cm

hlo
挿図
番号 出

土地 名 称 初鋳年
銭径lA1/銭径lBl

(■m)

銭径lC1/銭径⑧

(aull)

銭 厚 量目
(g)

備  考

1 SK06 寛永通費 2448    2429 096-115

2 SK06 寛永通費 2439    2443 1961    1975 112-122

3 SK06 寛永通費 2448    2443 103-120

4 SK06 寛永通費 2430    2429 1959 099-123

5 SK06 寛永通費 2450    2421 1991    1956

5と 6重なっている
SK06

7 SK06 寛永通費 2497    2499 115～ 123

SK06 寛永通費 2471    2469 104-109 298

9 SK06 寛永通費 2488    2489 1995    1997 113-121

SK06 寛永通費 2439    2431 121-133 295

11 SK06 寛永通費 1969    1968 118-125

SK06 寛永通費 2523    2522 1999 092-103
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第69図  3区 SK07・ SK0

第42表 SK0

0                                    5cm

8出土銭貸拓本  (S=1/1)

7出土銭貨計測表

No
挿図
番号
出土地 名 称 初鋳年

銭径lA1/銭径lBl
(mll)

銭径lC1/銭径0
(mm)

銭 厚
(■正

量目

(g)
備  考

1 SK07 寛永通費 2448    2449 1949    1947 123-134

2 SK07 寛永通費 2502    2504 2052    2018

2・ 3・ 4・ 5

4枚重なっている

3 SK07

4 SK07

5 SK07

6 SK07 寛永通費
6と 7重なっている

7 SK07 寛永通費

8 SK07 寛永通費 121-129 1 77

9 69-6 SK07 寛永通費 107-111

SK07 寛永通費 128-131

第43表 SK08出 土銭貨計測表

No
挿図
番号
出土地 名 称 初鋳年

銭径lA1/銭径lBl
(Hll)

銭径lC1/銭径0
(4ull)

銭 厚
(�

量目

lg)
備  考

1 SK08
1と 2重なっている

2 SK08

3 SK08

4 SK08

5 SK08

6 SK08

7 SK08
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SX01

3区上段の北西側、標高279mの ところ等高線にほぼ平行に地山を掘り込んで構築されている。

本遺構からは多量の炭化物が確認されており、また形態等からも半地下式の炭窯である可能性が高

いものと判断し以下報告する。平面形はほぼ長方形を呈し、規模は全長8.7m、 炭化室奥行き約7.0

m、 炭化室床面幅は焚口側で1。 lm、 奥壁側で0.8mを測る。高さは天丼部分が元の状態を保ってい

ないために明らかでない。調査段階では東側壁面の高さは40cm～70cm程度であった。炭化室側壁面

には、東側壁面中央部を除いて石が立て並べられており、一部にはその上にさらに石が積まれてい

る状況が確認できた。周辺からはこの壁面に用いられている石と同様の石が散乱しており、本来は

もう数段積まれていたことも考えられる。煙出し部は奥行き約 lm、 幅約50cmで、炭化室床面に対

甫
=さ
Φ∞

辞き辞き辞
再辞
卜
母

身 ・
漸 サ漸 サ
nt 磁
い こ

0  希  |

第70図  3区 SX01実 測図(1)(S=1/60)
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して50° の傾斜をもって掘られている。底面は円形に近い。煙出し部分にも石がみられ、石を積み

上げることによって煙道の一部が構築されていたことが推測されるが、残存状況が悪くはっきりと

したことは不明である。炭化室の壁面の石は全体的に被熱しているものの、中央よりやや煙出し部

側にかけては青灰色を呈していて強く焼けている状況が確認された。炭化室内には上層で粘土塊が、

その下層で木炭片や木炭粉が堆積していた。粘土塊や粘土は天丼部に由来するものと考えられる。

また焚口部の西側では長さ約1,5m、 幅約50cmの不整形な浅い窪みが確認されたが、これはこの

炭窯に何らかの関わりをもつものと考えられる。

この炭窯の時期については、熱残留磁気年代測定等が行えなかったため不明である。類例などか
(註1の

ら推測して近世以前のものである可能性が高いと考えられる。

| .

第71図 3区SX01実 測図(2)(S=1/60)
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遺構に伴わない遺物

3区においても縄文土器、弥生土器、陶磁器類、石器などが出土しているものの、ほかの調査区

と比べると量は少ない。ただし、出土した遺物は、時期的には周辺のものと同様の傾向をみせてい

る。

1は縄文土器と考えられる。破片は口縁部よりわずかに下がった部分と考えられ、キザミのある

突帯を有している。 2～ 4は弥生土器である。 2・ 3は高郭の脚部で、外面はヘラミガキがなされ、

2に は円形の透かし、 3に は直線文が認められる。 4は壷または甕の胴部破片と考えられ、凹線文

とキザミが施されている。 5～11は陶器・磁器類である。破片が小さいためはっきりしない部分も

多いが、 5と 7～ 9が磁器碗、 6が磁器皿、10。 11が陶胎染付の碗で、肥前系と考えられる。12・

13は石器で、それぞれ砥石、磨製石斧と考えられる。

2

０
〔磯‖け

｀
ヽ
ヽ
ゝ
、
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、
＼
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第72図 3区遺構に伴わない出土遺物実測図  (S=4/3)
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日 1ま

図

号

挿

番

真

版

写

図
出土地点 種 別 法量 (cm) 調 整 特  徴 胎  上 焼成 色  調 備 考

3区
(包含層)

深鉢
i縄文土器)

外面:条痕、ナデ
内面:ナデ

キザミのある突帯
l Dull程度の砂約
を含む

良 黄褐色 残存率10%

3区
(包含層)

高不
(弥生土器)

ミ径:120 外面
:ナデ、ヘラミガキ

内面:ナデ
円形透かし(10?)

l Dull程度の砂約
をわずかに含む

良 淡黄褐色 残存率10%

3区
(包含層)

高不

(弥生土器)

外面:ナデ、ヘラミガキ

内面:ナデ
(櫛描)直線文

l Dull程度の砂約
を含む

良 淡黄褐色 残存率10%

3区
(包含層)

壷か甕
(弥生土器)

外面:ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズヅ
刺突文?・ 凹線文?

l IIul程度の砂釉
を含む

良 淡黄褐色 残存率10%

これらの時期は、 1が縄文時代晩期、 2～ 4が弥生時代中期後葉、 6・ 7が17世紀代、 8～11が

18世紀代と考えられる。

第44表  3区遺構に伴わない出土遺物観察表 (1)(第72図 )

第45表 3区遺構に伴わない出上遺物観察表(2)(第72図 ) 日径 ( )の数値は復元径

挿図

番号

真

版

写

図
出土地点 た自  男可 器 種

法 量 (cm)
特徴および文様・施釉 推定生産地 残  存  量

日径 底径 器高

3区
(包含層)

磁  器 碗 (136) 月巴言打? 日縁～体部にかけて残存

3区
(包含層)

磁  器 皿 ? 低 い高 台 の 内面 に砂 月巴前 ? 底部の一部が残存

72-7
3区
(包含層)

磁  器 碗 肥  前 日縁～体部にかけて残存

3区
(包含層)

磁 器 碗 (27) 見込みの部分は釉ハギ 肥  前

3区
(包含層)

磁  器 碗 (40) 肥  前 底部が残存

3区
(包含層)

陶 器 碗 月巴  前 日縁～体部にかけて残存

3区
(包含層)

陶 器 碗 (52) 肥  前 底部が残存

第46表  3区遺構に伴わない出土遺物観察表 (3)(第72図 )
挿図

番号

真

版

写

図
出土地点 種  別 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 備 考

2-1を
3区
(包含層)

砥  石

3区
(包含層)

磨製石斧
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第6節 まとめ

神原Ⅱ遺跡の調査は平成 9(1997)年度より開始され、これまでに多くの遺構・遺物の存在が明

らかとなっている。前節において報告してきたとおり、平成 9(1997)年度の調査においても縄文

時代～近世にいたる遺構・遺物を確認し、この地域の歴史を明らかにしていくうえでの貴重な資料

を得ることができた。ここでは今回の調査結果について時代ごとにまとめてみたい。

1.縄文時代の遺構・遺物について

縄文時代の遺構・遺物として確認できたのは、晩期と考えられる少量の縄文土器片及び第2黒色

土中の土器片のみで、それ以外に顕著な遺構・遺物は確認できなかった。平成 9(1997)年度～平

成12(2000)年度にかけて行なわれた神原Ⅱ遺跡のほかの調査区を含め、周辺遺跡で行われた調査

においては多くの縄文時代の遺構 。遺物が確認されていることからすると量的に少なく、また時期

的にも限られていることが指摘できる。このことは、調査面積など考慮しなければならない点はあ

るものの、第 1黒色土 。第 2黒色土ともに言えることである。縄文時代における人々の活動の痕跡

は認めるとしても、今回の調査区付近は安定的な生活場所としては選ばれなかったことを示してい

るものと考えられる。この河岸段丘における縄文時代の居住域は、平成 9・ 10(1997・ 1998)年度

に行われた調査から、段丘の中央から南西部にかけて存在している可能性が高いと判断される。

2.弥生時代の遺構・遺物について

弥生時代の遺構・遺物としては主に2区において建物跡及び多くの弥生土器を確認した。弥生土

器は縄文土器に比べるとその出土量が格段に多く、なかでも中期後半代のものが圧倒的に多いこと

が指摘できる。また、建物跡もその出土遺物から弥生時代中期後半代のものと考えられ、この時代

から今回の調査区付近に人々が生活しはじめたことをうかがわせている。同じ河岸段丘にあるほか

の調査区や神原 I遺跡、対岸の門遺跡においてもそのような傾向があることから、神戸川を挟むこ

の河岸段丘一帯でこの時期に本格的に集落が営まれ始めたことを示していると考えられよう。

こうした中期後半代の状況に対し、前期～中期前半代のものは今回の調査区においては遺構・遺

物とも確認しておらず、様相を知る手がかりを得ることができなかった。ただし周辺の遺跡では、

北に約600mの ところにある板屋Ⅲ遺跡、また南に約 2 kmの ところにある小丸遺跡などにおいて前

期の遺物が確認されていることから、今回の調査区以外において存在する可能性も考えられる。

ところで、検出された建物跡 2棟はどちらも平面形が円形で、規模が径約4,Om～6.Omの もので

ある。形態・規模等は一般的な建物跡と考えられるが、注目されるのは廉面から石の剥片が確認さ

れた2区 S101で ある。同様の例は対岸の門遺跡においても認められ、同じく中期後半代の建物
跡 (門遺跡S109・ S110・ S114)か ら剥片が多数出土している。特に門遺跡S109か
らは多量の剥片が出土しており、剥片と共に石鏃の完形品も出土していることから、こうした剥片

が石鏃作成の過程で生じたものと想定されている。神原Ⅱ遺跡2区S101における剥片が何によっ
て生じたものかは断言できないものの、こうした例から石鏃作成に伴う剥片である可能性が高いと

考えられる。ほぼ同時期に営まれたと思われる神原Ⅱ遺跡・門遺跡の集落においては、このような

石器の製作がある程度行なわれていた可能性が考えられよう。

また今回出土した土器の中には、文様などがいわゅる「塩町式」土器の特徴を備えた土器や、櫛
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状工具によって流水文の描かれた土器など特徴的な土器が確認されている。今回確認したこれらの

資料は当時の様相を解明するうえでの貴重な資料になるものと思われる。

3.古墳時代の遺構・遺物について

古墳時代の遺構・遺物については、後期前半代と推測される1区 SK02の ほか、同じく1区の

箱式石棺がその可能性のあるものと考えられる。しかしながらそのほかは確認されておらず、特に

前期から中期にかけては遺構・遺物とも認められないことから、今回の調査範囲においては空白期

となっている。したがつてこの時期の様相は明らかにできなかった。前期から中期にかけての遺構・

遺物が確認されない傾向は神原Ⅱ遺跡 (98年度調査区)や周辺の遺跡においても認められ、全体と

して前期から中期は様相が明らかでない。

4.奈良～平安時代の遺構・遺物について

奈良時代～平安時代にかけての遺構・遺物としては、 1、 2区において建物跡を確認したほか 1

区において多くの上器も出土した。奈良・平安時代の遺構はこれまでにも門遺跡、神原Ⅱ遺跡 (98

年度調査区)な どにおいて確認されており、特に門遺跡のものは『出雲国風上記』に記載のある

「表J」 と関連する可能性も考えられているものである。今回確認した遺構はそうした遺構とは近距

離にあり、密接な関わりをもつものと考えられる。

5。 中世の遺構 。遺物について

中世の遺構・遺物として確認できたのは、その可能性の考えられるSX01の ほかわずかな遺物

のみで、古墳時代同様その様相がはっきりとしない。しかしながら、確認された遺物の中には15

世紀代と考えられる青磁などもみられ、この地域における有力者の存在を推測させる。今回の調査

範囲においては直接関係するような遺構は確認されなかったが、神原Ⅱ遺跡の対岸の丘陵上には森

脇山城が、また2 kmほ ど上流には森V遺跡など中世期の遺跡も確認されており注目される。

6。 近世の遺構・遺物について

近世の遺構は大鍛冶場跡などを除けば主に3区において確認した。 3区下段において確認した土

坑は焼石や炭を多く含むもので、前節においても述べたとおり当地域における産業の一つであった

麻の生産に関わる遺構と考えられる。こうした遺構はこれまでの調査で多数確認されており、調査

例も増加している。製鉄などと並ぶ地域の産業の実態を明らかにしていく上での手がかりになるも

のと考えられる。
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(註 1)島根県教育委員会『神原 I遺跡・神原Ⅱ遺跡』2000

(註 2)原 喜久子「島根県における古墳時代の鉄鏃について」『島根考古学会誌』10 1993

(註 3)縄文土器の年代については

『縄文土器大観』 1～ 4 1988、 1989

を参考にしている。

(註 4)弥生土器の年代については

松本岩雄「出雲・隠岐」『弥生土器の様式と編年 山陰・山陽』1992
を参考にしている。

(註 5)陶磁器類については西尾克己氏にご教示いただいた。

(註 6)前掲 (註 1)に同じ。

(註 7)前掲 (註 1)に 同じ。

(註 8)前掲 (註 1)に 同じ。

(註 9)出土銭貨の計測法については次のものを参考にした。

永井久美男編『中世の出土銭―出土銭の調査と分類―』1994

(註10)河瀬正利氏にご教示いただいた。また以下のものを参考にした。

働広島県埋蔵文化財調査センター『平家ケ城跡発掘調査報告書』1997

(註■)島根県教育委員会『埋蔵文化財調査センター年報』Ⅵ 1999

島根県教育委員会『埋蔵文化財調査センター年報』Ⅶ 2000ほ か

-68-―



ｉ

ｌ

Ｂ

Ｆ

′

Ｅ
Ｅ
レ

′

，

Ｅ

ｌ

ｌ 郵 国 章 童





写真図版 1

神原Ⅱ遺跡全景 (南から)

神原Ⅱ遺跡97年度調査区及びその周辺



写真図版 2

1区  S101

1区  SB02及 び
箱式石棺

1区  SK01



写真図版 3

1区 SK02(検 出状況)

1区 SK02

1区  SK03



写真図版 4

1区 箱式石棺

1区 箱式石棺
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写真図版 6

2区  S101

2区  S102

2区  S103



写真図版 7

2区  S104
(遺物出土状況)

2区  SB01

2区  SK02



写真図版 8

3区 下段 (遺構検出状況)

3区  SK01

3区  SK03



写真図版 9
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写真図版10

3区  SX01 土層

3区 SX01 側石

3区 SX01 石除去後
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1区 S

写真図版11

1区 SK01 出土遺物

1区 SK04 出土遺物

101 出土遺物

18--6

1区  SK02 出土遺物

18-5



写真図版12

1区 遺構に伴わない出土遺物 (縄文土器)

1区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版13
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24--13 24-14 24--15

1区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)

1区 遺構に伴わない出土遺物 (土師器)



写真図版14

26--1

２６． ‐２
26-9

26--14 26-…15

1区 遺構に伴わない出土遺物 (須恵器 。土師器)
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1区 遺構に伴わない出土遺物 (石器・弥生土器・陶磁器)

30--2

写真図版15

1区 遺構に伴わない出土遺物 第 2黒色土 (縄文土器)



写真図版16

2区  S101 出土遺物 2区 S104出 土遺物

2区  S104 出土遺物



写真図版17

46-2

46--3

46-9

2区  SB01 出土遺物



写真図版18

2区  SB01 出土遺物 2区 SK02・ SK03 出土遺物

2区 遺構に伴わない出土遺物 (縄文土器)



写真図版19

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)

52--4

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版20

53--7

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版21

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)

54--14

54-7

54--11
54-10

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版22

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)
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55--5

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版23

56-2

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)

2区 遺構に伴わない出土遺物 (弥生土器)



写真図版24
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3区  SK04 出土遺物
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3区  SK05 出土遺物
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64--2

3区  SK06 出土遺物



写真図版25

72--13

3区 遺構に伴わない出土遺物
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